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準備等 運営面
事業
内容

財政面
目的
達成度

総体 準備等 運営面
事業
内容

財政面
目的
達成度

総体

1 教育水準向上対策事業 継続 4.0 4.0 4.0 4.0 3.0 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 3.0 4.0

2 スクールバス運行事業 継続 4.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0

3 児童・生徒各種協議会参加補助事業 継続 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

4
経済的な理由を有する児童生徒の就学
支援事業

継続 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

5 特別支援教育の推進事業 継続 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

6 英語指導助手招致事業 継続 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

7 学校保健の充実事業 継続 4.0 4.0 5.0 5.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

8 入学・卒業祝金支給事業 継続 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

9 森町特色ある学校づくり推進事業 継続 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

10 幼児教育の充実 継続 4.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0

11 学校給食を通した食育の推進事業 継続 4.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0

令和７年度　森町教育委員会外部評価事務事業一覧表　　　《学校教育課・給食センター》

事業
番号

事務・事業名
今後の
事業の
方向性

自己評価 外部評価委員評価

備　　　　　考
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 教育総務費

目 事務局費

18 ☆指標で表せない効果等

②事業主体

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

③事業内容及び対象者等

☆コメントによる評価

【参考】令和7年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和7年度分評価>

児童生徒の主体的な学びに向けた授業改善及び家庭との連携による取組の成果が子ども達の姿から感じられます。

森町教育水準向上対策協議会

○　学校教育部
　    ・森町教育研究集会　令和7年11月14日
　　　・研究紀要第60集の発行

○　社会教育部
　　　・ふれあい体験教室　　　事業番号　社教－②
　　　・夏休み・冬休みもりの寺子屋　　　事業番号　社教－④
　　　・オニウシ公園周回マラソン大会　　　事業番号　体－③

○　総括事務局
　　　・総会　令和7年5月12日
      ・会報 「もりの教育」 １回発行

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等

③

準備等

運営面

事業内容

目的達成度

④ 5

5

④ 5

④

4

④ 5

5

課名

事業部、研究部、特別支援学級交流委員会、心
を育てる活動班、健康を作る活動班がそれぞれ
意見交換及び研究協議を行い活動している。

Ｒ７

決　算　額　の　状　況

森町教育委員会　　　令和7年度　事務・事業の点検及び評価シート

　　森町立森教育研究所は、教育団体として昭和２６年４月に発足した。その後昭和３９年
頃より学校教育と社会教育が一体となり町ぐるみで町民の意識向上を図る運動が展開さ
れ、昭和４１年７月に森町長を会長として副会長に議会議長・教育委員長という全町運動が
展開され現在の森町教育水準向上対策協議会が発足した。学校教育、社会教育の向上
発展を目指し、施設整備、基礎資料の調査、各種研究会、住民に対する広報活動、研究
視察、研究実践を目的として教育水準の向上にたゆみない活動を続け成果を挙げている。

決算額

Ｒ4Ｒ３

3,000

事業番号

事
業
名

事
務
名

Ｒ6

220△ 540

Ｒ5

学校教育課

1

2 31

2

1

3

2 3

920914

良好

1

要改善 妥当

5

2 ③

2 3

3

2

1

3

良好

1 2 3

1

1

④

5

4

5

④

年度

3

的確

5

2,300

④

要検討

2

3

1 2

事業開始年度

教
育
水
準
向
上
対
策
事
業

41.7.1

〔事業の方向性〕

継続

継続

〔予算の方向性〕

1

③ 4 5

④

事業完了(予定)年度

5

1

1

財政面 ④ 5

指標で表せない効果等と同様

2総体

目的達成度

準備等

負担金補助及び交付金

有　・　無

3,000

要改善

《 有 の 場 合 》

事業内容

運営面

【事務事業の写真等】

要検討 妥当

計

補助金等の有無

名称

前年対比

2

2

学力向上3ヵ年計画により、学校での学習指導体制の確立及び授業改善の推進や、家庭でのよりよい学習習慣や生活習慣の定着に向けた家庭と連
携した取組の推進を図っております。

節 金額(千円）

金額

学　-　①

1,700 2,620 2,080 2,100

総体

財政面

△ 200

令和7年度　予算の状況

的確

10

1

2

〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
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☆決算額の推移

款 ①目的及び効果

項

目

☆指標で表せない効果等

10

②事業主体

11

☆　事業評価(自己評価）

12 ☆　点数による評価

13

17 ③事業内容及び対象者等

26

☆コメントによる評価

【参考】令和7年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和7年度分評価>

小学校費

184

2,056

1,656

452

366

20,000

1,529

0

中学校費

377

4,813

5,628

1,065

664

48,871

0

13,400

【事務事業の写真等】

良好

④

④

要改善 要検討 妥当

運営面 1 2 3

小学校費・中学校費

学校管理費

101,528

令和7年度　予算の状況

公課費

使用料及び賃借料

備品購入費

森町教育委員会　　　令和7年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名

要改善

役務費（手数料）

森町教育委員会（運行は民間委託）
　　　　　(保険料）

委託料

　児童生徒園児の通学通園負担の軽減手段とし
て有効に実施されている。学校行事等にも有効に
活用され、円滑な学校運営の重要な一役担って
いる。

（燃料費）

（修繕料）

要検討 妥当 良好 的確

計 事業内容

学校教育課 事業番号

〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
学　-　②

10 決　算　額　の　状　況教育費

事
業
名

事
務
名

1 決算額 89,008 58,727 61,012 72,694 85,477

節

2・3 　　森小学校、鷲ノ木小学校、さわら小学校、森中学校、砂原中学校、さわら幼稚園の遠距
離児童生徒園児を対象として通学通園負担の軽減や手段として、町が所有するｽｸｰﾙﾊﾞｽを
運行するものです。運行経路が複数路線となるため、児童生徒園児の負担軽減と円滑安全
な通学通園となるよう運行を民間会社に委託しているものである。

年度 R3 R4 R5 R6 R7

前年対比 2,958 △ 30,281 2,285 11,682 12,783金額(千円）

金額

準備等 1 2

④ 5

3 ④ 5

5

1 2 3

運営面 1 2 3 ④

4

52 3

需用費（消耗品費）

名称 総体 1 2 3 ④ 5

目的達成度 1

5

④

補助金等の有無

123 344

有　・　無

《 有 の 場 合 》

的確

点検・評価にあたって特記する事項等 事業開始年度
さわら小学校スクールバス　　 保有台数　3台
　・27年度　45人乗り　1台購入　15,012,000円
　・29年度　45人乗り　1台購入　16,858,994円
  ・30年度  45人乗り　1台購入　16,896,600円
森中学校スクールバス　　　　 保有台数　9台
　・19年度　47人乗り　1台購入　11,917千円
　・21年度　41人乗り　1台購入　16,590,000円
  ・23年度　29人乗り　2台購入　14,175,000円
  ・R2年度　42人乗り　1台購入　30,206,000円
  ・R3年度　54人乗り　1台購入　22,308,000円
  ・R5年度　10人乗り　2台リース　月額　127,380円（5年長期継続契約）
  ・R7年度　29人乗り　1台購入　9,914,883円

Ｓ56

事業完了(予定)年度

財政面 1 2 ③

対象者： 森小学校、鷲ノ木小学校、さわら小学校、森中学校、砂原中学校の遠距離児童生
徒園児(平常運行）
　
○平常運行
　・平常授業日における児童生徒園児の登下校（園）
  ・指導計画に基づく夏季・冬季休業中の行事に伴う生徒の登下校

○臨時運行
  ・学校等が行う社会科学習等の郊外学習及び特別活動で町内外の運行
  ・部活動大会出場のための運行
  ・その他教育長が必要と認める行事に関する運行

指標で表せない効果等と同様

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

継続

ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
事
業

小中学校の多様な日課に柔軟に対応し、円滑に運行されていると思います。

5 スクールバスの更新により快適で安全な運行が確保されていると思います。

準備等 1 2 3 5

財政面 1 2 ③ 5

事業内容 1 2 3 5④

4

総体 1 2 3 5

目的達成度 1 2 3 5④

④
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 小学校費・中学校費

目 教育振興費

18 ②事業主体 ☆指標で表せない効果等

森町教育委員会

③事業内容及び実績

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

主な参加大会等

・北海道中学校体育大会等

☆コメントによる評価

・全道中学校暗唱大会

・各競技等地区大会

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

良好 的確

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等

<令和7年度分評価>

④ 5

④ 5

④ 5

指標で表せない効果等と同様

28

28

1,477,925

④

2

運営面

2

1 2 ④ 5

④ 5

3

1

児
童
・
生
徒
各
種
競
技
会
参
加
補
助
事
業

1

④ 51 2 3

2

32

《 有 の 場 合 》

計

2

265

【参考】令和7年度分外部評価委員会点検・評価結果

名称

【事務事業の写真等】

　（剣道、バドミントン、スキー）

大会等の種目、人数の増減等に適切に対応し、生徒の心身の健全な育成に貢献していると思います。

小学校

中学校

合　　計

-

1,477,925

265

--

年度

各種競技大会やコンクールなどの大会参加に係る経費を補助する。

延べ参加人数

前年対比

金額（円）大会数区分

決算額

総体

31

1

総体

財政面

目的達成度

2 3

3

令和7年度　予算の状況

2

要改善

〔 事 務 事 業 の 概 要 〕

各種競技会を通して体力の向上、技能のレベルアップ、豊かでたくましい心身を育てる。ま
た、コンクールなどを通して豊かな情操や感性を高める。 2,508

R３

要検討 妥当

節 金額(千円）

運営面

事業内容

270

金額

準備等

負担金補助及び交付金

補助金等の有無 有　・　無

4,270

小学校費

中学校費

要改善 要検討

4,000

妥当（引率含む）

④ 5

1 2 3

2 31

〔事業の方向性〕

〔予算の方向性〕

継続

継続

事業開始年度

事業完了(予定)年度

事業番号

事
業
名

事
務
名355 △ 680

学校教育課

目的達成度

1

5

④

④

学　-　③

2,863

5

53

5

2

2

3 ④

R７

1,4781,558

1

895

準備等

2,183

△ 625

R6

△ 80

事業内容

財政面

的確

5

1

3 ④

3

良好

1

課名

中学校の部活動は、生徒の心身の発達に大
きく寄与し教育的な効果は大きい。

R4 R5

決　算　額　の　状　況

森町教育委員会　　　令和7年度　事務・事業の点検及び評価シート

10

2・3
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☆決算額の推移

款 ①目的及び効果

項

目

②事業主体

18 ☆指標で表せない効果等

19

③事業内容及び対象者等

■

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

☆コメントによる評価

■

　

【参考】令和7年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和7年度分評価>

保護者及び本人が森町民で、身体健康学業優秀で性行善良であり、大学・高等専門学校及
び高等学校・専門学校に在学又は進学を希望するもので、 経済的な理由により就学困難な
方へ奨学金を貸与する。

国公立高等学校

区　　分

区　　分

1,008,000

28,000

1

21

1 ④ 52 3

2 3 ④

1

1

2 3 ④ 5

5

1 2

金額(千円）

中学校費

教育総務費・小学校費・中学校費

7,375

補助金

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等

扶助人数

要保護 ３人　　準要保護８０人

1 2 3 ④ 5

3 ④ 5

年間貸与額

私立高等学校 4

576,000

国公立大学・短大・専修学校 504,000

21,000

的確

経済的な理由により就学困難な児童生徒（要保護・準要保護児童生徒）への就学援助。

1 2 3 ④ 5

2,156,000

9

要保護 ０人　　準要保護６７人

8,212,174

学　-　④

18,928 17,990 15,370

R３ R4 R6R5 R７

15,723決算額

決　算　額　の　状　況

6,281

小学校費

中学校費

決算額

2,958,000

合　計

3,013,690

事業内容

10

1・2・3

2

教育費

事務局費・教育振興費

1,634

妥当要改善

補助金等の有無

目的達成度

節

財政面

扶助費

総体

準備等

運営面

【事務事業の写真等】

要検討

名称

財政面

事業内容

金額 51,000

要保護児童生徒援助費補助金

7,202,000

計

29,000

合　　計

私立短大・専修学校

21,000 2

26

7

私立大学

《 有 の 場 合 》

④

3 ④

3 ④

妥当

3

事業開始年度

S39年度

事業完了(予定)年度

5

④

経
済
的
な
理
由
を
有
す
る
児
童

生
徒
の
就
学
支
援
事
業

④

5

指標で表せない効果等と同様

継続

1目的達成度

総体

32

④2

2 31

1 2

経済的な理由により就学困難な児童生徒の保
護者の負担軽減として、有効に活用されている。

運営面

準備等

要改善 良好

3

5

事業番号

事
業
名

事
務
名

要検討

△ 938

学校教育課

5

課名

2

森町教育委員会　　　令和7年度　事務・事業の点検及び評価シート

小学校費

有　・　無

15,290

令和7年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕

前年対比

森町教育委員会・森町教育振興育英会

1

的確

5

9,846

△ 5,877

経済的な理由により、就学困難な児童・生徒・学生へ適切な教育が受けられるよう必要な支援を
行う。

12,000

人数

4

△ 3,133 △ 2,620 353

年度

良好

貸与上限月額

5,198,484

当該児童生徒の多様な学びや進路実現を支えており、本事業の目的を達成していると思います。

〔事業の方向性〕

〔予算の方向性〕

継続

5

 6 



☆決算額の推移

款 ①目的及び効果

項

目

1 ☆指標で表せない効果等

3

10

②事業主体

森町教育委員会

17 ☆　事業評価(自己評価）

③事業内容及び対象者等 ☆　点数による評価

■特別支援教育支援員の配置（11人） 円

19

■教材備品等の整備及び就学奨励費の援助

   小学校 円

円

円

   中学校 円

円 ☆コメントによる評価

円

円

円

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

5

財政面・特別支援学級用教材備品

・特別支援教育就学奨励扶助費(5人)

・特別支援学級用消耗品

1 3

2 3

④

④

5

5

④ 5

④

<令和7年度分評価>

【参考】令和7年度分外部評価委員会点検・評価結果

R6

19,169

R3

2

④2

5,272

目的達成度 2 3

【事務事業の写真等】

名称

金額

602

要改善

1

23,517,562

1,231

森町教育委員会　　　令和7年度　事務・事業の点検及び評価シート

24,469

5,300

・特別支援学級用教材備品

3

課名

R5

決　算　額　の　状　況

〔予算の方向性〕

〔事業の方向性〕

2

・特別支援教育就学奨励扶助費(6人)

事業開始年度点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等

950,724

事業番号

事
業
名

事
務
名

学校教育課

④

3

1,870

514,140

90,160

事業内容

6,144

計

補助金等の有無

特別支援教育就学奨励費補助金

146,000

《 有 の 場 合 》

有　・　無

24,267

④ 5

④ 5

④1

1 2 3

3

要改善

準備等

要検討

1

1

総体

目的達成度

財政面

運営面

事業内容

52

1 2 3

1

3

■教育支援委員会の開催

妥当 良好

個に応じた最適な支援に資するとともに家庭の経済的負担は軽減されているものと思います。

事業完了(予定)年度

④ 5

小計

総体

的確

1

162,085

176,325

■就学前児童、在学中の児童生徒の保護者に対する相談機能の強化・充実

合計 24,468,286

1

指標で表せない効果等と同様

学　-　⑤

12,693 12,666

R4

13,897

・特別支援学級用消耗品

R７

事務局費・教育振興費

中学校費

5,778

中学校費

7

△ 27前年対比

小学校費

266

年度

決算額

準備等

小学校費

報酬 16,425

　 学校における障がいのある児童生徒に適切な支援を行うためには、個々の児童生徒の障
がいの状況や程度に応じた支援が必要であるため、特別支援教育支援員を配置し、特別な
教育的支援が必要な児童生徒を直接支援することのできる体制づくりや教材等の整備を図
る。また、障がいのある児童生徒が小・中学校の特別支援学級で学ぶ際に、保護者が負担
する教育関係経費について、家庭の経済状況等に応じ扶助を行い、保護者の負担軽減を
図る。

10

1・2・3

2

節

570

中学校費

560

金額(千円）

2

659

④その他

令和7年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕

扶助費

職員手当

備品購入費

小学校費

教育総務費・小学校費・中学校費

需用費（消耗品費）

5

3

2

④2

1

④

5

5

教育費

特
別
支
援
教
育
の
推
進
事
業

継続

継続

3

3 5

的確良好妥当

Ｈ１９年度　令和7年度の特別支援学級の設置状況（5月1日現在）は、下記のようになっております。
【小学校】
    視覚障害-0人、聴覚障害-0人、知的障害-9人、肢体不自由-0人、病弱・身体虚弱-1人、言語障害-1人、自閉症・情緒障害-9人　　  合計 20人、7学級
【中学校】
    視覚障害-0人、聴覚障害-0人、知的障害-11人、肢体不自由-0人、病弱・身体虚弱-0人、言語障害-0人、自閉症・情緒障害-6人       合計 17人、 4学級

特別支援教育について、学校全体の共通理解のもと、
協力体制作りや教師間及び学校間の連携並びに情報
交換の強化に努め、各学校での教育活動を推進してい
る。

運営面

1

要検討

2

2
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 教育総務費

目 事務局費

1 ☆指標で表せない効果等

4 ②事業主体

8

11 役務費(保険料)

18 負担金補助及び交付金 ③事業内容及び対象者等

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

☆コメントによる評価

④決算状況

円

円

円

円

円

円

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

旅   費

役務費

負担金

1,129,558

合   計

0

57,680

184,000

1

事業開始年度

Ｈ12年度
点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等

目的達成度

継続

5④3

3

1

事業完了(予定)年度

継続

〔事業の方向性〕

〔予算の方向性〕

10

8,330

　 本事業は、JETプログラム参加者に公立小・中学校等への活動の場を提供し、日本にお
ける外国語教育の充実を図るとともに、青年交流による地域レベルでの国際交流の発展を
図ることを通じて、諸外国との相互理解を増進し、国際化の促進に寄与することを目的に
行っている。

外
国
語
指
導
助
手
招
致
事
業

要改善

2

要検討

5

1

森町教育委員会　　　令和7年度　事務・事業の点検及び評価シート

共済費

R3

報酬

④3 5

1

1財政面

1

3 ④ 5

2 3

④

④

3 ④

3

2

④

5④

3 ④ 5

3 5

事業番号

事
業
名

事
務
名

2

3

学校教育課課名

R7

9,682

2

5

5

準備等

運営面

1

指標で表せない効果等と同様

5④

2

④

5

1,272

旅費 269

妥当

《 有 の 場 合 》

有　・　無

10,141

200

70

計

1 2

1 2

1 2

補助金等の有無

準備等

要改善

名称

金額

【参考】令和7年度分外部評価委員会点検・評価結果

良好

1 2

運営面

要検討

【事務事業の写真等】

財政面

事業内容 3

1 2

森町教育委員会

総体

目的達成度

1 2 3 5④

的確

事業内容

8,310,299

9,681,537

報　酬

共済費

総体

良好

△ 2,043前年対比

7,285

的確妥当

   小学校はコミュニケーションの「素地」「基礎」、
中学校は「資質」、どちらも共通して言語や文化
の理解や積極的なコミュニケーション等の育成に
資する活動を行っている。

2,397

学　-　⑥

9,062 7,019

R4

6,632

外国語教育の充実並びに異文化交流を通じた国際化の促進に成果を上げていると思います。

<令和7年度分評価>

325

R5

653

令和7年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕

3

節 金額(千円）

R6年度

決算額

決　算　額　の　状　況

△ 387

外国青年招致事業により語学指導を行うＡＬＴを森町へ招致し、小学校の外国語活動及び
外国語科、中学校の外国語科の充実のため、ALTを派遣している。また、幼稚園への訪問を
行っている。

【事業内容】
・中学校における日本人教師の英語科授業の補助
・小学校における日本人教師の外国語活動の補助や英語に親しむための動機付活動
・英語教材作成の補助

【学校等への派遣】
・小学校 138回、中学校 167回、幼稚園 24回

 8 



☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項

目 学校管理費・幼稚園費

1 ☆指標で表せない効果等

②事業主体

12

③事業内容及び対象者等

☆　事業評価(自己評価）

円 ☆　点数による評価

18 円

円

円

円

円

円

円

円 ☆コメントによる評価

円

円

円

円

円

円

円

円

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

3

3

<令和7年度分評価>

5,884

2,751

360

1,238

内　　　容

5

5

5

2 3

2

④

④

④

2

準備等

対象等 区分

的確

【参考】令和7年度分外部評価委員会点検・評価結果

財政面

1

1

1

1

1 2 3

5

5④

④

2 3

1

1

    学校保健安全法等の定めに基づき実施しているものであり特記事項はなし。

良好

令和7年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕

10

2・3・4

1

節 金額(千円）

小学校費・中学校費・幼稚園費

8,641 8,478

R4

8,741決算額

前年対比

1 3 5④

学校保健安全法等の定めに基づき実施して
いるものであり特記事項はなし。

R5 R6

7,459
学校教育の円滑な実施と、その成果の確保に資するため、就学時児童及び幼稚園、小中学
校の児童生徒及び教職員の健康診断を実施し、健康の保持増進と疾病の早期発見及び健
康に対する意識の向上を図る。

年度

目的達成度

総体

中学校費

妥当

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等

253,000

幼稚園費 220,000

7,666,546

運営面

要改善

準備等

事業内容

要検討

2

委託料

　小学校費

【事務事業の写真等】

名称

金額

　幼稚園費

　小学校費

4

3 ④

報酬

《 有 の 場 合 》

計

補助金等の有無 有　・　無

11,214

5

5

3

1 2

⑤

1 42 ⑤

的確

5

1 2 3 ④

良好要改善 要検討 妥当

事業番号

事
業
名

事
務
名

R３

学校教育課

△ 58 △ 263

学　-　⑦

100 △ 1,019

課名

運営面

事業内容

④

④

目的達成度

財政面 1 2

2

3

3総体 5

さわら小、砂原中、
さわら幼稚園

小学校費 253,000

169,876

教職員人間ドック

合　　計

決　算　額　の　状　況

事業開始年度

学
校
保
健
の
充
実
事
業

指標で表せない効果等と同様

2

継続

R７

継続

7,667

208

森町教育委員会　　　令和7年度　事務・事業の点検及び評価シート

森町教育委員会

〔事業の方向性〕

事業完了(予定)年度

3

〔予算の方向性〕72,000

水質検査

600

45

負担金補助及び交付金

　中学校費 240

　幼稚園費 96

　中学校費

　小学校費

　幼稚園費

全学年・小学校就学前
小学校費

幼稚園費

各種健診委託料
（耳鼻科、眼科、心電図、尿、ピロリ
菌）

全学年及び一部学年

小学校費

中学校費

幼稚園費

330,000

決算額

45,000

内科医・歯科医・薬剤師委託料 全学年・小学校就学前
小学校費 2,645,000

幼稚園費 220,000

内科医・歯科医・薬剤師報酬

幼稚園費

103,593

教職員健康診断 全教職員等

小学校費 733,608

中学校費 689,193

幼稚園費

各事業の実施により、本事業の目的は達成されたと思います。

722,254

790,022

希望する教職員等

小学校費 312,000

中学校費 108,000
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 教育総務費

目 事務局費

7 ☆指標で表せない効果等

10 ②事業主体

11

軽減

③事業内容及び対象者等 ☆　事業評価(自己評価）

・児童又は生徒１人につき１０万円を支給する。 ☆　点数による評価

☆コメントによる評価

【参考】令和7年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和7年度分評価>

合　　計 247人 24,700,000円

区　　分 人　数 割　合

学費・教育費・教材費

食費・生活費

家電製品や家具

貯蓄

決めていない

未回答

174人

16人

1人

14人

29人

13人

70.4%

6.5%

0.4%

5.7%

11.7%

5.3%

決　算　額

6,000,000円

8,900,000円

9,800,000円

小学校入学

中学校入学

中学校卒業

89人

妥当

5

10

1

2

節 金額(千円）

役務費

需用費

区　　分

学　-　⑧

24,727

決　算　額　の　状　況

前年対比

5

2

2

令和３年度より保健福祉子育て課において実施していたが、令和７年度からは学校教育課へ事務を引き継ぎ、実施している。

60人

④ 5

④ 5

④

④

④ 5

5

④ 5

1

31

2目的達成度

1

1

2 3

総体 1 2 3

3

財政面

2 3準備等 1

2事業内容

運営面 2 3

良好要検討 妥当

16

55

有　・　無

27,371

森町教育委員会

的確

人　数

要改善

《 有 の 場 合 》

計

補助金等の有無

3

1

3

【事務事業の写真等】

④

名称

金額

1

1

財政面

2

・祝金の使用用途（アンケート集計結果）

98人

④

5

④ 5

指標で表せない効果等と同様

2総体

1

④ 5

事業完了(予定)年度

事業開始年度

入
学
・
卒
業
祝
金
支
給
事
業

R3年度

〔事業の方向性〕

継続

継続

〔予算の方向性〕

2

3

1 2 3

3

的確

5

-

良好

1 ④

要検討要改善

事業番号

事
業
名

事
務
名

学校教育課課名

入学・卒業期における子育て世帯の負担軽減に
寄与し、子育て支援施策の一貫として実施してい
る。

森町教育委員会　　　令和7年度　事務・事業の点検及び評価シート

決算額

Ｒ７

27,300報償費

　　小学校、中学校入学及び中学校を卒業する児童又は生徒の養育者に入学・卒業祝金
を支給することにより、その入学及び卒業を祝福し、子育て世帯への経済的負担の軽減を
図る。

年度

令和7年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕

各事業により子育て世帯の経済的負担は軽減され、本事業の目的は達成されたと思います。

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等

3

準備等

運営面

事業内容

目的達成度

④

5
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 小学校費・中学校費

目 教育振興費

18 ☆指標で表せない効果等

②事業主体

③事業内容及び対象者等 ☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

☆コメントによる評価

【参考】令和7年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和7年度分評価>

1,720,000円

事業内容 決算額

・報告会　令和8年2月19日　森町公民館講堂　参加者数　６０名

・木育事業（鉛筆作り、工場見学、植樹活動等）
・ICT教育の推進　・教職員視察研修
・公開授業研修会

・読書活動　・地域木材を利用した本棚制作
・プラネタリウム体験　・スクールカウンセラー派遣
・トラウマインフォームドケア研修　・教職員視察研修

・木育事業（工場見学、植樹活動、制作活動）
・水産業体験活動（調理体験、耳吊り体験等）
・教職員視察研修　・外部講師招聘

・探求学習の導入　・スコログ、スコラ手帳の導入
・学校集団アセスメントの実施
・著名人及び地域の方々による講演会

・農作物の栽培研究　・農業関連施設の視察
・昆布育成装置の設置
・教職員視察研修

838,792円

1,328,916円

1,675,368円

1,663,010円

　　学校長の裁量による予算執行を通じて、学校の自立度を高め、より特色のある学校づく
りを促進し、児童生徒に応じた教育課題への対応を目的として、各学校の特色ある教育を
一層推進することを図る。

対　　象

森小学校

鷲ノ木小学校

森町教育委員会、各小中学校

各事業を通して各校独自の創造的な活動が実施されており、本事業の目的は達成されたものと思います。

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等

3

準備等

運営面

事業内容

目的達成度

さわら小学校

森中学校

課名

学校の魅力向上及び教職員の指導力強化に加
え、地域資源の活用を通じた学校と地域の連携
強化につながっている。

決　算　額　の　状　況

森町教育委員会　　　令和7年度　事務・事業の点検及び評価シート

決算額

Ｒ７

10,000負担金補助及び交付金

事業番号

事
業
名

事
務
名

学校教育課

的確

5

良好

1

要改善

3

3

妥当

④

年度

2

1

3

5

④

要検討

2

3

1 2

事業完了(予定)年度

事業開始年度

森
町
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
推
進
事
業

Ｒ7年度

〔事業の方向性〕

継続

継続

5

〔予算の方向性〕

④

5

④ 5

指標で表せない効果等と同様

2総体

1

3 ④ 5

④

名称

金額

1

1

財政面

要改善

《 有 の 場 合 》

計

補助金等の有無

④ 5

良好要検討 妥当

砂原中学校

有　・　無

10,000

1

目的達成度

2 3準備等 1

2

2

節 金額(千円）

事業内容

運営面 1

3

2 3

【事務事業の写真等】

総体 1 2 3

3

財政面 1

1

2 3

5

④ 5

④ 5

④

④

④ 5

前年対比

5

2

2

的確

10

2・3

2

〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
学　-　⑨

7,227

令和7年度　予算の状況
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☆決算額の推移

款 10 教育費 ①目的及び効果

項 4 幼稚園費

目 1 幼稚園費

1 ②事業主体 ☆指標で表せない効果等

2

3

4 ③事業内容及び対象者等

7 ・さわら幼稚園、森幼稚園での集団生活、運動会、発表会等の各種行事等の実施

8 ・「成長の記録」作り「参観」を通した親と子の交流、高齢者との活動を通した世代間交流の実施

10 ・身近な人や地域の人との温かい交流を通して心身ともに健康でたくましい子どもの育成

11 ・子育て支援としての預かり保育を実施。また、必要に応じて早朝・延長保育の実施（さわら幼稚園）

12 ・どの子にもやさしいユニバーサルデザイン化を生かした園内環境の実施（インクルーシブ教育）

13 ・「食を営む力」の育成に向けた畑の栽培や地域の生産物を食する活動・学校給食の実施 ☆　事業評価(自己評価）

14 ☆　点数による評価

15

17 ④令和7年度の状況等

18

☆コメントによる評価

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和7年度分評価>

19

良好

点検・評価にあたって特記する事項等

預かり保育 2423

22

22

④

④

④

④ 5

5

5

10月1日現在4月10日現在保育区分幼稚園名

さわら幼稚園

20

23

20

森幼稚園 通常保育

   平成26年度より「子ども子育て支援新制度」に関する条例化がなされ、平成27年度より子育て中のすべての家庭や地域の様々な子育て支援を充実するこ
とが求められるようになった。また、平成30年度からは「新教育要領」が施行となり、質の高い保育について職員の研修の充実を図った。

継続

〔事業の方向性〕

継続

　一人一人の発達を把握した上で、保護者への支
援や個を伸ばす支援（発達障害含む）を行うために
は、教師の資質向上や充実した教育が求められて
いる。

〔予算の方向性〕

2

2 3

3

2 3

2

5

総体 5

事業開始年度

事業完了（予定）年度

昭和５２年度

通常保育

森町教育委員会　　　令和7年度　事務・事業の点検及び評価シート

〔 事 務 事 業 の 概 要 〕

学校教育課（幼稚園）課名

決　算　額　の　状　況

R6R4 R5

令和７年度　予算の状況

R3

事業番号

事
業
名

事
務
名

学　-　⑩

2 31

④

R7

幼
児
教
育
の
充
実

31

1

2

③ 42

1

1

1

1

④

1

2 3

4③

5

要改善

1 53月31日現在

5

1 2準備等 5

1 2 3 ④

3

節 金額(千円）

職 員 手 当

共 済 費

4,581

負担金補助及び交付金 247

5,809

4,024

報 酬

給 料 10,375

需 用 費 5,812

報 償 費 30

目的達成度

妥当

準備等

事業内容

財政面

189

　有　・　無補助金等の有無

事業内容

的確

2

運営面

円

《 有 の 場 合 》

名称

要改善 要検討

各事業により質の高い保育が保障され、本事業の目的は達成されたと思います。

100,944

51 2 3 ④

△ 70,437△27,591

良好

34,352

3,582

　子どもたちが基礎的な生活習慣や社会性を身につけ、豊かな幼児期を過ごせるよう、家庭や
地域、幼稚園、行政が連携して幼児教育の充実を図る。

総体

年度

決算額

前年対比

19

24

財政面

金額

30,507 35,94434,089

1,85566,592

要検討

④

35,944

預かり保育 13

20

④

（単位:人） 運営面

目的達成度

妥当

3

5

的確原 材 料 費 0

備品購入費

計

5

479

工 事 請 負 費 0

旅 費

458役 務 費

委 託 料

森町教育委員会、さわら幼稚園、森幼稚園 　園生活を充実させるために、指導計画は常
に反省や評価を行い、幼児の発達の理解と教
師の指導の改善という両面から取り組んでい
る。
　家庭や地域、学校間の連携により幼児がい
ろいろな体験を重ねることは、子どもの育ちに
効果的である。

【事務事業の写真等】

名称

金額

806

3,134

使用料及び賃借料
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☆決算額の推移

款 教育費

項

目

1 ☆指標で表せない効果等

2

3

4 　②事業主体

8

10 ☆　事業評価(自己評価）

11 ☆　点数による評価

12 　③事業内容及び対象者

13

17

18 対 象 者

19

 

☆コメントによる評価

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和7年度分評価>

・

・

・

・

地産地消の取組は、新鮮な食材の確保、生産者がわかる安心感、旬の食材を取り入れた季節感など、子どもたちが地元を知る機会

【参考】令和7年度分外部評価委員会点検・評価結果

172,575

25,964

（３）学級活動や総合的な学習の時間等を活用した食育授業の実施

　学校給食は、子どもの心身の健全な発達や、食に関する正しい理解を養う上で大きな役
割を果たしている。一人ひとりが生涯に渡って、健康で充実した生活を送るためには、子ど
もの時から食生活の基礎や基本を正しく理解し、食事についての自己管理が出来る習慣を
身につけることが重要であることから、学校給食を通した食育の推進を図る。

森町教育委員会

栄養教諭の配置による食
に関する指導の実施

事業内容

（２）学級担任と連携した集団的な食に関する指導

にもつながることから、地場産物の活用は高く評価できる。

事業完了(予定)年度

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等

継続

（１）生鮮野菜は可能な限り森町産を使用

（２）米は森町産を使用

安全・安心な食材の購入

栄養教諭による給食時間を活用した食に関する指導は、子どもたちの基本的な食生活習慣の確立の面で効果的である。

森町教育委員会　　　令和7年度　事務・事業の点検及び評価シート

Ｓ４６

〔事業の方向性〕

〔予算の方向性〕

継続

準備等

3

3

事業番号

1,523

（１）給食時間を活用した食に関する指導

2総体

1 2

妥当

2,020

5

3

事業開始年度

学校給食センター

④

良好

R3

課名

決　算　額　の　状　況

146,611

6,519

運営面

決算額

5

1

1

2 3

④

5

1 2

172,575

【事務事業の写真等】

名称

補助金等の有無

　《　有の場合　》

計

有　・　無

金額

④

④

準備等 1 2 3 5

5

④

良好要改善 要検討 妥当

2 3

3

運営面 1

事業内容 1

④

2 3 ④

前年対比

5

5

的確

5

　指標で表せない効果等と同様。

目的達成度

5

3

④

財政面 1 2

5

③

目的達成度 1 2

金額(千円）

3

節

学校給食費

　①目的及び効果

④

4

総体 1 2

令和7年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕

保健体育費

10

6 年度

学　-　⑨

136,549 138,072 140,092

R5 事
業
名

事
務
名1,336

R4 R7R6

10

9,635

1,029

72

83,324

25,360

報酬

旅費

使用料及び賃借料 事業内容　 （１）食に関する正しい知識や望ましい食習慣の育成229

役務費

需用費　　　　

委託料

共済費

給料 　地場産物を活用することにより、地域の自然や食文化
等について理解を深め、自然の恵みや生産者へ感謝す
る心を育む。

51 2 3

小学校３校、中学校２校、幼稚園２園の園児及び児童生徒　

④

要検討

負担金補助及び交付金 24

25,397

職員手当 10,414

16,940

備品購入費

扶助費 141

地元の食材（ホタテ）を活用したカレーライス

安全・安心な給食の安定供給のため、調理機器の計画的な更新に向けた財政面の充実（予算の優先順位の検討等）が求められる。

セレクト給食は、子どもが自分の食べる物を自分で選ぶ楽しみを感じるだけでなく、食事のマナーを身につけさせる効果も評価できる。

的確要改善

学
校
給
食
を
通
し
た
食
育
の
推
進
事
業

（２）学校給食の管理及び充実

財政面 1 2 ③ 4 5
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準備
等

運営
面

事業
内容

財政
面

目的
達成
度

総体
準備
等

運営
面

事業
内容

財政
面

目的
達成
度

総体

1 成人式式典事業 継続 4.0 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

2
教対協社会教育部心を育てる活動班事
業（ふれあい体験教室）

継続 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

3 芸術鑑賞事業 継続 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

4 もりの寺子屋事業 継続 4.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

5 森町文化協会補助事業 継続 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 3.0 3.0 4.0 3.0 4.0 3.0

6 もりっこまつり事業 継続 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

7 静岡県森町交流事業 継続 4.0 4.0 3.0 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

8 イングリッシュキャンプ 継続 4.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

9 国際交流のつどい事業 継続 4.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

10 社会教育講座 継続 4.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

11 鷲ノ木遺跡見学会 継続 4.0 4.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0 4.0 5.0 3.0 4.0 4.0

12 遺跡発掘調査事務所展示室公開 継続 4.0 4.0 3.0 3.0 3.0 3.0 4.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0

13 文化財出前授業 継続 4.0 3.0 4.0 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0

14 文化財講座 継続 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0

15 鷲ノ木遺跡ガイド養成講座 継続 3.0 3.0 4.0 3.0 4.0 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

令和７年度　森町教育委員会外部評価事務事業一覧表　　　《社会教育課》

事業
番号

事務・事業名
今後の
事業の
方向性

自己評価 外部評価委員評価

備　　　　　考
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 社会教育総務費

10 ☆指標で表せない効果等

11

12

②事業主体

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

③事業内容及び対象者等

☆コメントによる評価

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和７年度分評価>

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 社会教育課 事業番号

令和7年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
社教　-  ① 　

10 決　算　額　の　状　況

Ｒ6 Ｒ7 事
業
名

事
務
名

1 りとまちづくりを志す青年たちの前途を祝福・激励する。 決算額 225 254 253 270

5 　　「成人の日」という最も意義深い日を機に大人になった事を自覚し、自らを高め仲間づく 年度 R3 Ｒ４ R5

成
人
式
式
典
事
業

役務費（通信運搬費） 41 ・令和２年度から記念品（集合写真）を変更したこ
とにより、欠席した新成人への贈呈が可能になり
ました。

301

節 金額(千円） 前年対比 △ 21 29 △ 1 17 31

委託料 254

需用費（印刷製本費） 43

要改善

森町教育委員会

要検討 妥当 良好 的確

準備等 1 2 3 ④ 5

5

計 338 ○場　 所　　森町砂原公民館　大ホール 事業内容 1 2 3 ④ 5

○期 　日　　令和８年１月１１日（日）午後２時～午後３時 運営面 1 2 ③ 4

3 ④ 5

《 有 の 場 合 》 　　　　　　　　記念写真撮影 目的達成度 1 2 3 ④

国道補助金の有無 有　・　無 ○内 　容　　記念式典（国歌斉唱、式辞、宣誓、祝辞、記念品贈呈、答辞、町民憲章朗読）、 財政面 1 2

金額 ○出席状況　　延べ来場者数１９０名

【事務事業の写真等】 　　　　　　　　　　（新成人 ７８名、来賓・主催者 ２６名、保護者等８６名） ・一生に一度の晴れ姿や旧友との再会など思い
出に残る場を提供することができました。
・制限をせず、従来の開催方法に戻し開催し、多
くの来賓・保護者が会場で新成人のお祝いをす
ることができた。

5

名称 ○成人対象者　　平成１７年４月２日～平成１８年４月１日生まれ 総体 1 2 3 ④ 5

〔事業の方向性〕

○記念品　　所在を把握した成人対象者（町内・外及び出席・欠席を問わない）に郵送する
継続

〔予算の方向性〕

継続

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

・今年度も様々な参加者に対応するため、バリアフリーの会場である森町砂原公民館で実施した。周知を徹底することで、大きな混乱はなかった。
・記念品ＤＶＤ製作には、中学３年時担任教諭からお祝いメッセージ動画撮影の協力、各中学校及び新成人対象者から画像提供の協力を得ることができた。
・当日来られる先生にはサプライズ登場していただき、お祝いメッセージをいただいた。

事業完了(予定)年度

令和8年森町成人式

要改善 要検討 妥当 良好 的確

・「成人の日」のお祝いとして、もうひと工夫がほしかったですね。

運営面 1 2 3 ④ 5 ・とても良い式だったと伺っております。森町の次代を担う若い世代への大切な取組だと思います。

準備等 1 2 3 ④ 5

財政面 1 2 3 ④ 5

事業内容 1 2 3 ④ 5

総体 1 2 3 ④ 5

目的達成度 1 2 3 ④ 5
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☆決算額の推移

款 ①目的及び効果

項

目

②事業主体 ☆指標で表せない効果等

　

③事業内容及び対象者等

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

☆コメントによる評価

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和７年度分評価>

・内容が豊富で良いと思います。

大変ありがたいことです。

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 社会教育課 事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
社教　-  ②　

決　算　額　の　状　況

Ｒ６ Ｒ７ 事
業
名

事
務
名

集団行動をする上での基礎を身につける。また、様々な体験を通して自己の知見を広げる。 決算額 - - - -

　学校生活から離れ、異学校･異学年異世代間との交流を通じて、自己表現能力の向上と 年度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

教
対
協
社
会
教
育
部
心
を
育
て
る
活
動
班
事
業

（
ふ
れ
あ
い
体
験
教
室

）

森町教育水準向上対策協議会（社会教育部　心を育てる活動班） ・複数の小学校の児童が参加しており、普段関わ
りの少ない児童同士の交流が生まれ、関係を深
めている場面が見られた。

-

節 金額(千円） 　 前年対比 - - - - -

要改善 要検討 妥当 良好 的確

○対象　町内小学校３年生～６年生

○内容　異年齢による交流体験や歴史探訪、伝統行事や四季折々の自然体験活動を通
　　　　 　じて、積極性と協調性を培いながら集団行動に溶け込める環境づくりに取り組ん
　　　　　 でいる。

計 0 事業内容 1 2 3

5

○登録児童数　２５名（・・・他協力員  14名）
　延べ参加児童数　１２０名

運営面 1 2 3 ④ 5

④ 5

○実施時期　６月～３月（全８回実施） 準備等 1 2 ③ 4

財政面 1 2 3 ④ 5国道補助金の有無 有　・　無 月日 内容 児童数 協力者数

1 2 3 ④ 5

名称 8月30日 函館バス研修 16 名

《 有 の 場 合 》 6月7日 木で作ってみよう（木工体験） 15 名 森町地域おこし協力隊　３名 目的達成度

52 3 ④

金額 9月20日 筆を使って書いてみよう 13 名

総体 1

〔事業の方向性〕

11月16日 おやこ食育教室 10 名 食生活改善推進員　５名
継続

12月7日 人権教室（障害者理解、パラスポーツ体験） 19 名

【事務事業の写真等】 10月18日 プログラミングで文字を動かそう 13 名 モリラボ　５名 ・参加者は様々な体験を通して、初めてやることに挑
戦したり、これまでできなかったことができるようになっ
たりと、年間の事業を通じてそれぞれの成長を伺うこと
ができた。また保護者からは「家庭ではなかなかでき
ない体験ができてありがたい」との声も聞かれ、体験
機会の提供の場として機能していると考える。

人権擁護委員　５名

1月18日 もちつき体験 20 名 〔予算の方向性〕

2月28日～3月1日 宿泊体験（ネイパル森） 14 名

・地域団体を活用した企画・運営により、参加児童と地域団体との交流が図られた。 事業完了(予定)年度

・７月３０日に開催を予定していた「お楽しみ会」は津波警報発令に伴い中止とした。

ふれあい体験教室

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

・登録児童数前年度比７人増、参加児童数前年比28人増となっている。参加者が友達を誘い徐々に登録数が増えていった。

・コロナ禍以降実施していなかった宿泊を伴う事業を行った。

準備等 1 2 3 ④ 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

財政面 1 2 3 ④ 5

・内容が多彩で楽しそう。

事業内容 1 2 3 ④ 5

運営面 1 2 3 ④ 5

・森町で進める木育を土台とした取組は、町の未来を見据えた大切な取組だと思います。学校や家庭での取組には限界があるため、このような機会を位置付けていただける事は

総体 1 2 3 ④ 5

目的達成度 1 2 3 ④ 5
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 社会教育総務費

10 ②事業主体 ☆指標で表せない効果等

12

13

③事業内容及び対象者等

１）

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

・契約金額　３５０，０００円

２）

・場 　所　 　森町公民館　1階大会議室

・契約金額　２２０，０００円 ☆コメントによる評価

３）

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和７年度分評価>

財政面 1 2 3 ④ 5

事業内容 1 2 3 ④

総体 1 2 3 ④ 5

目的達成度 1 2 53 ④

 芸術鑑賞事業①

ラポラポラ演劇公演

運営面 1 2 3 ④ 5

準備等 1 2 3

要改善 要検討 妥当 良好 的確

④

・アイヌに係る内容の劇を行っていただいたのであれば、公民館事業の講演については、アイヌに係る内容の方を講師で招聘し実施することで、互いに充実したものになったので

5

継続
・来場者数　　１５０名程度

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

・心が豊かになり、とても良い事業だと思います。

5

事業完了(予定)年度

〔事業の方向性〕

中谷喜幸絵画展
継続

・展示期間　　令和７年５月２８日～６月８日

・展示場所　　森町公民館　２階講堂 〔予算の方向性〕

はないでしょうか。

・今年度は、町内在住の画家である中谷さんの絵画展を実施し。作品はいずれも１００号以上の大型サイズの油絵を展示し、迫力ある絵画展となりました。

金額

【事務事業の写真等】 今年度は、アイヌを題材とした「演劇」を芸術鑑賞
事業で実施しました。
　当該事業を通して、町民の方へは様々な形態
の芸術を体感してほしいと考えます。
　なお、３月１５日に実施しようとしている「ジャズラ
イブ」については、町民の方々より高評価を頂い
ているもので、今年度においても実施するもので
す。

・展示内容　　油彩　２８点（１００号～１５０号サイズ）

・町民ニーズに応じた内容を検討し、森町の文化芸術の展開を図っていきたい。

・当該事業を通じて、様々な芸術に触れて、町民の感性を磨く場を提供する事ができた。

名称 総体 1 2 3 ④ 5・来場者数　104名

3 ④ 5

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 3 ④

国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2

5・対象者　　 森町在住者

5

計 690 事業内容 1 2 3 ④ 5

運営面 1 2 3 ④

・開演日　　 令和８年３月15日（日）

的確

準備等 1 2 3 ④ 5

・来場者数　85名 要改善 要検討 妥当 良好

需用費（印刷製本費） 25
芸
術
鑑
賞
事
業

①
ラ
ポ
ラ
ポ
ラ
演
劇
公
演

②
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ

③
中
谷
喜
幸
絵
画
展

委託料 660 森町教育委員会 普段、なかなか聞くことのない音楽に触れること
で、興味や関心を高め芸術文化への振興を高め
ることができた。使用料及び賃借料

・場 　所　 　森町公民館　２階講堂

・対象者　　 森町在住者

5

・開演日　　 令和７年7月１３（日）

Ｒ４ Ｒ5

594

節 金額(千円） 前年対比 450 △ 84 101 110 17

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 社会教育課 事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
社教　-  ③　

10 決　算　額　の　状　況

Ｒ6 Ｒ7 事
業
名

事
務
名

1 音楽への関心を高め芸術文化の振興を図ることを目的とする。 決算額 450 366 467 577

5 様々な音楽を、多くの町民に楽しんでもらい、生演奏の素晴らしさを肌で感じ、 年度 Ｒ３
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☆決算額の推移

款 ①目的及び効果

項

目

☆指標で表せない効果等

②事業主体

③事業内容及び対象者等 ☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

☆コメントによる評価

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和７年度分評価>

・高校生ボランティアのご協力ありがたいですね。児童たちも色々な世代の人と勉強を通して交流する良い機会だと思います。

・講師・ボランティアさんが増えてきた事はとてもよく、講師等の方々にはお礼申し上げます。

・高校生ボランティアの参加は良かった。

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 社会教育課 事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
社教　-  ④　

決　算　額　の　状　況

事
業
名

事
務
名

決算額 - - - - -

　夏休み・冬休みの長期休暇序盤に通常の学校生活と同じく午前中に自主学習･自由研究を行うこ
とにより、家庭学習の習慣化や学力や集中力の向上を図ることを目的とする。
　また、退職教員や森町教育水準向上対策協議会社会教育部「心を育てる活動班」、高校生等を講
師として活用することにより、地域人材の発掘と育成の一助とする。

年度 R3 R4 R5

節 金額(千円） 前年対比 - - - - -

R6 R7

【夏休み】 日程：令和７年７月２５日～２８日（４日間）

会場：森町公民館　１階　大会議室

【冬休み】　共催：森町教育委員会、森町教育水準向上対策協議会社会教育部

・家庭学習の習慣化
・長期休暇中の生活習慣の改善

【夏休み】　共催：森町教育委員会、森町教育水準向上対策協議会社会教育部

要改善 要検討 妥当 良好 的確

登録児童数：　２３名（延べ参加児童数 　７４名） 準備等 1 2 3 ④ 5

講師等：退職教員　３名、森町教対協社会教育部「心を育てる活動班」班員　３名
　　　　　 高校生ボランティア　６名

運営面 1 2 3 ④ 5

計 0 事業内容 1 2 3 ④ 5

③ 4 5

《 有 の 場 合 》 会場：森町公民館　１階　大会議室 目的達成度 1 2 3 ④

国道補助金の有無 有　・　無 【冬休み】 日程：令和７年１２月２５日～２６日（２日間） 財政面 1 2

5

金額 講師等：退職教員　２名、森町教対協社会教育部「心を育てる活動班」班員　１名
　　　　　 高校生ボランティア　７名

【事務事業の写真等】 ・参加児童からは集中して取り組むことが出来
た、また参加したい。との声が多く、必要とされて
おり、事業として定着している。
アンケートを実施し、結果を課題として捉え継続
開催する。

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

も
り
の
寺
子
屋
事
業

名称 登録児童数：　２４名（延べ参加児童数 　４５名） 総体 1 2 3 ④ 5

もりの寺子屋

要改善 要検討 妥当 良好

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

・運営人員不足の解消を図るため、高校生ボランティアに講師補助協力を依頼し実施した。
Ｈ２５年度

・各自で学習する自習形式で実施。講師は補助に留め、自ら学ぶ能力を養うことを目的とした。

・参加児童自ら手を挙げて、分からないところを聞くなど積極性が見られ、退職教員や森高ボランティアとの良好な関係が作られた。 事業完了(予定)年度

的確

準備等 1 2 3 ④ 5

事業内容 1 2 3 ④ 5

運営面 1 2 3 ④ 5

・令和８年度の会場について、見通しがあれば伝えてほしい。総体 1 2 3 ④ 5

・北海道教育大学函館校の学生をボランティアで募集することで、教員の確保に向けた取組にもつながるのではないでしょうか。

目的達成度 1 2 3 ④ 5 ・高校生ボランティアの生徒の方々の優しく丁寧に指導される姿は大変すばらしいと思います。

財政面 1 2 3 ④ 5
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 社会教育総務費

②事業主体

18 森町文化協会 ☆指標で表せない効果等

R7年度加盟団体数　41団体

③事業内容及び対象者等

●森町文化祭（森地区・砂原地区合同）

　展示：令和7年10月25日（土）～26日（日） 来場者数　400名 ☆　事業評価(自己評価）

　舞台：令和7年11月3日（月・祝） 来場者数　300名 ☆　点数による評価

●森町民俳句大会

　開催：令和7年11月23日（日・祝） 参加者数 11名

●道民芸術祭渡島管内祭

　開催：令和7年11月15日（土）～16日（日）

　展示：
函
館

参加団体：銀河工房

　舞台： 北斗市総合文化センター 参加団体：森町フラサークル

　研修： 参加者数： 15名

●新町森町誕生２０周年記念文化協会事業 ☆コメントによる評価

　・合併２０周年記念誌作成　１３０冊

　・各団体事業　「お抹茶体験会」「フラダンス３団体によるワークショップ」開催

●展示レイアウト講習会

　開催：令和7年8月27日（水）

　場所：森町公民館

　内容：文化祭展示を念頭に、講師を呼んでの展示レイアウトの講習会を実施　　参加者：21名

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和７年度分評価>

・文化祭を通じて技術伝承が出来る場があれば良いと思います。

・文化協会で発表される方々に、公民館事業オニウシ学園等の講師を依頼されてはいかがでしょうか。「教える」「教わる」の互いの関係が町全体に広がり、町全体の文化的活動が

より良いものになると思います。

・文化協会との協力体制の構築により、円滑な運
営及び事業開催ができました
・協会員の活動の成果を町民に披露する機会を
提供できました。。
・森町公民館の閉館により文化活動が減退するこ
とのないよう、職員・協会ともに協力して活動場所
の工面や、活動機会を減らさない工夫を行ってい
きたいと考えています。

・展示レイアウト講習会の開催により、文化祭展示にテーマ
カラーや来場者の目を引く展示が生まれ、これまでよりも良
いものを作ろうという姿勢がみられました。
・文化協会に新しく３団体が加盟したことにより、町民の新た
な文化・芸術に触れる機会が増えました。

要改善 要検討 妥当 良好 的確

継続

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

・これまでにない取り組みとして、文化祭展示に向けた「展示レイアウト講習会」や、道文団協主催の「こどもアールブリュット北海道みらい展」の招致・開催を行いま
した。
・今年度、新たに３団体が文化協会に加盟しました。

H１７年度

事業完了(予定)年度

金額

【事務事業の写真等】 〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

5

名称 総体 1 2 3 ④ 5

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 3 ④

展示発表及び舞台発表視察

森
町
文
化
協
会
補
助
事
業

④ 5

国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2 3 ④ 5

計 1,363 事業内容 1 2 3

運営面 1 2 3 ④ 5

要検討 妥当 良好 的確

準備等 1 2 ③ 4 5

負担金補助及び交付金 1,363

要改善

Ｒ６ Ｒ７ 事
業
名

事
務
名

1 決算額 60 460 720 520 1,020

5 　森町の文化関係団体相互の連携を図り、郷土文化の向上・発展を期することを目的とする。 年度 R３ Ｒ４ Ｒ５

△ 200 500節 金額(千円） 前年対比 60 400 260

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 社会教育課 事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
社教　-  ⑤　

10 決　算　額　の　状　況

総体 1 2 ③ 4 5

準備等 1 2 ③ 4 5

運営面 1 2 ③ 4 5

事業内容 1 2 3 ④ 5

森町文化祭

5

目的達成度 1 2 3 ④ 5

財政面 1 2 ③ 4
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 社会教育総務費

18 ☆指標で表せない効果等

②事業主体

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

③事業内容及び対象者等

・日時　　令和８年１月２５日（日）　10時00分～14時30分

・場所　　森町公民館

・参加団体　13団体　

森町女性団体協議会、森町子育てサークル連絡協議会、森町図書館、モリラボ、TOSS海峡

北海道森高等学校、NPO法人森の仲間たち（ネイパル森）、はらぺこあおむし、ともだちやん

地域おこし協力隊、森・鷲ノ木ストーンサークル研究会、鷲ノ木サッカー少年団、森町ane妻サークル

・アトラクション　レーザーショー、コンサート、ビンゴ大会 ☆コメントによる評価 ^

・参集人数　500人　　・参加スタッフ 100人

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和７年度分評価>

・長く続けてほしい事業です。

・本事業は、子供たちが多様な人やモノと触れ合うことができるとても有意義な事業だと思います。とりわけ、町内の事業所等の方と触れ合うことで、自分の住んでいる街を支える

方々のことを直接的に知り、町の活性化に資する事業だと思います。

総体 1 2 3 ④ 5

目的達成度 1 2 3 ④ 5

財政面 1 2 3 ④ 5

事業内容 1 2 3 ④ 5

運営面 1 2 3 ④ 5

準備等 1 2 3 ④ 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

Ｈ１７年度
・事業を開催することで、団体の活動の場ができ、人と人とのつながりや意欲向上につながった。

事業完了(予定)年度

もりっこまつり

【事務事業の写真等】 各ブースを通じて、子どもたちが高校生から高齢
者まで幅広い年齢層の人々との異世代間交流が
図られた。

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

継続

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

・今年度のアトラクションは高野太吾氏によるレーザーショー、ゆいゆう姉妹によるコンサートを実施した。 

3 ④ 5

金額

名称 総体 1 2

5

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 3 ④ 5

④ 5

国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2 3 ④

計 250 事業内容 1 2 3

2 3 ④ 5

要検討 妥当 良好 的確

準備等 1 2 ③ 4 5

R７

も
り
っ
こ
ま
つ
り
事
業

・毎年、1月の最終日曜日に実施。

要改善

もりっこまつり実行委員会

事
業
名

事
務
名

1

運営面 1

決算額 0 250 250 207 250

5 ・町内の児童･幼児が頭と体を使って楽しめる場所を提供する。
・子どもたちが様々な体験活動を通じ、将来を考えるきっかけ作りの一助とする。
・子どもたちが高校生から高齢者まで幅広い年齢層の人々と交流するふれあいの場を作る。

年度 R３ R４ R5

節 金額(千円） 前年対比 △ 250 250 0 △ 43 43

負担金補助及び交付金 250

R６

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 社会教育課 事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
社教　-  ⑥　

10 決　算　額　の　状　況
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 社会教育総務費

18 ☆指標で表せない効果等

②事業主体

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

③事業内容及び対象者等

静岡県森町担当者との連絡調整

日程及び視察地等についての協議

プレゼント交換品作成 ☆コメントによる評価

しおり・報告書の作成

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和７年度分評価>

・今後も継続してほしい事業ですが、参加範囲について検討してはどうか。

・参加された方の報告会等があると町全体に周知できるのではないでしょうか。

要改善 要検討 妥当 良好 的確

事業完了(予定)年度

静岡県森町友好親善事業

継続

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

・事前研修などを通じて地域の魅力について改めて考える機会となり、これを機にまちづくり活動への参画を図っていきたい。
Ｈ１７年度

継続
・参加人数　　北海道森町研修生　　５人

　　　　　　　　  静岡県森町関係者  　 ７人 〔予算の方向性〕

金額

【事務事業の写真等】 今年度は、５名の研修生を静岡県森町へ派遣しました。
研修生は、研修に向けて準備をしている中で、「北海道
森町らしさ」とは何かなど考える場面があった事から、北
海道森町について再発見をしたり、静岡県森町での交
流の中では異なる文化や産業、経済に触れ、地域の課
題などを学んできております。
今後も更なる発展を目指し、当該事業を継続していきたいと
思います。

名称 総体 1 2 3 ④ 5

〔事業の方向性〕

③ 4 5

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 3 ④

国道補助金の有無 有　・　無 ・事業内容　　参加者の募集 財政面 1 2

5

5

計 250 ・研 修 地　　 静岡県 事業内容 1 2 ③ 4 5

・日　　  時　　令和７年１０月３０日（木）～１１月２日（日） 運営面 1 2 3 ④

※受入の年　・・・　静岡県森町女性代表研修生歓迎準備委員会

※派遣の年　・・・　森町女性国内研修会

要検討 妥当 良好 的確

準備等 1 2 3 ④ 5

50 0

負担金補助及び交付金 250

R6 R７

静
岡
県
森
町
友
好
親
善
事
業

要改善

年度 R３ R４ R5

節 金額(千円） 前年対比 0 237 △ 37

財政面 1 2 3 ④

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 社会教育課 事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
社教　-  ⑦　

10 決　算　額　の　状　況

事
業
名

事
務
名

1 決算額 0 237 200 250 250

5 　友好町の静岡県森町女性代表研修生と研修事業（施設見学や郷土文化・芸術体験など）を行うこ
とにより視野を広げ、女性活動の充実とまちづくり活動への参加拡充を図る。

3 ④ 5

事業内容 1 2 3 ④ 5

研修を通じて異なる文化・産業などに触れ、視野
を広めると共に、女性リーダー育成につなげてい
きたい。

5

目的達成度 1 2 3 ④ 5

総体 1 2 3 ④ 5

準備等 1 2 3 ④ 5

運営面 1 2
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 社会教育総務費

10 ☆指標で表せない効果等

②事業主体

③事業内容及び対象者等 ☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

☆コメントによる評価

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和７年度分評価>

・良い事業だと思います。英語を学ぶ機会で良いと思う。

・学校教育課のALTの協力があってこその事業だと思います。ALTの人脈等を活用し、多様な方々との交流があるとより一層参加者の楽しみが広がると思います。

（当町ALTの声掛けにより、八雲町ALT、鹿部町ALTの計３名が参加）

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 社会教育課 事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
社教　-  ⑧　

10 決　算　額　の　状　況

事
業
名

事
務
名

1 決算額 - - - 8 2

5 英語や異文化に親しむことのできる体験活動を提供するとともに、グローバル社会における、コミュニ
ケーション能力の向上を図る。

年度 R３ R４ R５

節 金額(千円） 前年対比 - - - 8 △ 6

需用費 40

R６ R７

期　日：令和７年１０月１９日（日） 午後１時３０分～午後４時

ALTの指導により、生きた英語を習得し、仲間た
ちとコミュニケーションを図りながら、団体活動能
力の向上を図った。森町教育委員会

要改善 要検討 妥当 良好 的確

準備等 1 2 3 ④ 5

場　所：森町l公民館　１階　調理室・大会議室　２階　講堂　　

対 象 者　　町内小学生３～６年生

運営面 1 2 3 ④ 5

計 40 事業内容 1 2 3 ④ 5

参加人数   ２６名（森小１９名、鷲小４名、さ小３名）　参加料：２７０円（バタースコッチミルク代）

【内容】　　・ハロウィンゲーム

4 5

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 3 ④

国道補助金の有無 有　・　無 　　   　 　　・バタースコッチミルク作り 財政面 1 2

5　　   　 　　・創作活動（かぼちゃバスケット作り）※トリックオアトリート用

金額

【事務事業の写真等】 町内各小学校よりそれぞれ参加があり、参加児童
は、他校・他学年とコミュニケーションを通じて英
語を学んでいる姿がみられた。
今年度は、「ハロウィン」をテーマとした内容で
ゲーム等実施しました。

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

イ
ン
グ
リ
ッ
シ

ュ
キ
ャ
ン
プ

「
日
帰
り
キ
ャ
ン
プ

」

（消耗品費）

名称 　　　　※当町ALT２名を指導者とし、それぞれのプログラムにおいて、生きた英語に触れる。 総体 1 2 3 ④ 5

③

要改善 要検討 妥当 良好

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

・ALTの幅広い活動場所の確保と参加児童が異文化を体験する事を目的としております。
Ｈ２７年度

・ゲームやコミュニケーションを通じて生きた英語を習得できる。

事業完了(予定)年度

的確

準備等 1 2 3 ④ 5

「日帰りイングリッシュキャンプ」

事業内容 1 2 3 ④ 5

運営面 1 2 3 ④ 5

総体 1 2 3 ④ 5

目的達成度 1 2 3 ④ 5

財政面 1 2 3 ④ 5
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 社会教育総務費

7 ☆指標で表せない効果等

18

②事業主体

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

③事業内容及び対象者等

☆コメントによる評価

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和７年度分評価>

・ホストファミリー２家族の体験の感想を聞きたいですね。

総体 1 2 3 ④ 5

目的達成度 1 2 3 ④ 5

財政面 1 2 3 ④ 5

・時期を揃えてイングリッシュキャンプと合同で開催できると、準備や運営が効率よく進められるのではないかと思います。

事業内容 1 2 3 ④ 5

運営面 1 2 3 ④ 5

準備等 1 2 3 ④ 5

太鼓見学・体験の様子  

要改善 要検討 妥当 良好 的確

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

少年団・サークル活動の見学・体験を行い、より多くの町民と交流することが出来た。

事業完了(予定)年度

〔事業の方向性〕

【交流行事内容】　・書道体験・琴体験・太鼓見学　・町長表敬訪問・剣道体験・神楽見学
継続

　　　　　　　　　　   ・木工品づくり体験・学校交流（さわら小学校、森高校）・ワニ商店見学

〔予算の方向性〕

継続

金額 　　　　　交流や日本文化体験などの交流である。また、森ロータリークラブによる歓迎会も

【事務事業の写真等】 　　　　　行われている。 ・留学生に日本の伝統文化や地域文化を体験さ
せ興味関心を持ち、日本文化に対する理解を深
めてもらう事ができた。
・園児・児童や各団体の多くの人々と留学生が交
流する事ができた。

5

名称 内容　　留学生を受け入れるホストファミリーを募り、9日間の交流を行う。交流内容は学校 総体 1 2 3 ④ 5

③ 4 5

《 有 の 場 合 》 ホストファミリー　　2家族 目的達成度 1 2 3 ④

補助金等の有無 有　・　無 留学生　　3名 財政面 1 2

5

計 95 場　所　　森町内 事業内容 1 2 3 ④ 5

期　日　　８月２２日～８月３０日【８泊９日】 運営面 1 2 3 ④

要検討 妥当 良好 的確

準備等 1 2 3 ④ 5

25

要改善

一般財団法人 北海道国際交流センター　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

受入：森町・森町教育委員会

国
際
交
流
の
つ
ど
い
事
業

負担金補助及び交付金 70 国際交流を通して、日本文化の素晴らしさを
再認識する。

85

節 金額(千円） 前年対比 - - - 0 0

報償費

R6 R７ 事
業
名

事
務
名

1 を中心とした交流の機会を通じ、国際理解や他国の文化や習慣を学ぶ機会とする。 決算額 - - 85 85

5 　北海道国際交流センターが主催する「国際交流のつどい」を本町で開催し、ホームステイ 年度 R3 R4 R5

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 社会教育課 事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
社教　-  ⑨　

10 決　算　額　の　状　況
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 社会教育総務費

7 ☆指標で表せない効果等

②事業主体

③事業内容及び対象者等

１） 期 　日：令和７年9月１８日～１０月９日（毎週木曜日　全４回） ☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

２）

対象者：森町在住者 ☆コメントによる評価

定　員：３５名　申込数２８名　　

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和７年度分評価>

・心身をリフレッシュする事は、とても大事で参加者も多かったですね。

R6 R７ 事
業
名

事
務
名

1 決算額 - - - 40

5 　町民のニーズに合った学習の場を提供し、町民の教養の向上及び健康増進等を図る。 年度 R3

50

節 金額(千円） 前年対比 - - - 40 10

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 社会教育課 事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
社教　-  ⑩　

10 決　算　額　の　状　況

報償費 50

R4 R5

森町教育委員会

的確

準備等 1 2 3 ④ 5

場　所：森町公民館　２階講堂

内　容：「リズムトレーニング教室」 要改善

対象者：森町在住者

1 2 3 ④

要検討 妥当 良好

1 2

〔事業の方向性〕

継続

5

5

計 50 事業内容 1 2 3 ④ 5

定　員：30名　申込数23名　延人数52名　 運営面 1 2 3 ④

《 有 の 場 合 》 場　所：森町公民館　２階講堂 目的達成度

〔予算の方向性〕

金額

【事務事業の写真等】 町民の健康増進を図るため、町民ニーズの高い
運動系の講座を実施。事業終了後に実施したア
ンケート結果を見ると、運動系の講座は、町民の
関心が高いため、今後も定期的に実施していきた
い。

　
社
会
教
育
講
座

　
①
リ
ズ
ム
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

　
②
D
i
s
c
o
 
W
o
r
l
d
講
座

地域において同じ趣味を通じての仲間づくり

名称 内　容：「Disco World講座」 総体 1 2 3 ④ 5

③ 4 5補助金等の有無 有　・　無 期　日：令和７年１２月２１日（日） 財政面

する姿がみられました。「Disco Word講座」については、ディスコ世代の参加者が多く、昔を懐かしみながら、楽しそうにエクササイズに励んでおり、次回も 事業完了(予定)年度

「リズムトレーニング教室」 実施してほしいとの声が多く聞かれた事業となりました。

運動系講座は、今後も継続し、町民の健康増進を図っていきたい。

継続

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

小学生～８０代までの幅広い層からの参加がありました。
H27年度

今年度は、運動系講座を２度実施しました。「リズムトレーニング教室」については、脳トレの要素が大きく、参加者は、苦戦しながらも一生懸命トレーニング

準備等 1 2 3 ④ 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

財政面 1 2 3 ④ 5

・公民館講座オニウシ学園の研修講座として位置付けられると活動の幅が広がりよいのではないでしょうか。

事業内容 1 2 3 ④ 5

運営面 1 2 3 ④ 5

総体 1 2 3 ④ 5

目的達成度 1 2 3 ④ 5
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 文化財振興費

12 ☆指標で表せない効果等

②事業主体

③事業内容及び対象者等

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

　　　　　　　　1日１回（10時開始）

・定員　　１回20名

・場所　　鷲ノ木遺跡

☆コメントによる評価

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和７年度分評価>

貴重な事業である。

総体 1 2 3 ④ 5 ・見学会については、１日１回が参加者人数から見て良いのではないか。参加申込みにより検討可！

目的達成度 1 2 3 ④ 5

・遺跡の環境変化（取組）を見たくて数年おきの参加者もあると思うので継続事業として開催する。

財政面 1 2 ③ 4 5 ・遺跡公開に向けた保存整備の情報発信や見学会実施による鷲ノ木遺跡を通じて、縄文文化（森町の歴史・文化）の歴史観を身近に感じる

事業内容 1 2 3 4 ⑤

・安全面を考慮しながら子どもたちの見学の機会があれば良いと思います。

運営面 1 2 3 ④ 5 ・今後も参加者満足度が高くなるようがんばって継続してください。　・毎回（年）事業として完成度が高くなっている。

的確

準備等 1 2 3 ④ 5

鷲ノ木遺跡の整備工事との調整もあり、過年度まで１日のうち複数開催としてものを１日１回の開催としたが、見学者数の減少はみられなかった。
（参考：令和６年度参加者数129名） H１６年度

事業完了(予定)年度

見学会状況

要改善 要検討 妥当 良好

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

継続

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

④ 5

鷲
ノ
木
遺
跡
見
学
会

妥当 良好 的確

5

【事務事業の写真等】 ・遺跡への移動車両内では森町観光ボランティア
　ガイドの協力による町のガイドも参加者への高い
  満足度を提供している。

2 ③ 4 5

総体 1 2 3

金額 ・参加者数 8/2：11名、8/9：5名、8/10：13名、8/16：11名、8/23：4名、
8/30：18名、9/6：18名、9/13：16名、9/14：2名、9/20：4名
9/27：5名、10/5：11名、10/11：8名、10/12：5名、10/18：6名

計137名（うち町内23名、道内67名、道外47名）

目的達成度 1

名称 財政面 1 2 3 ④ 5

《 有 の 場 合 》 ・内容　　鷲ノ木遺跡を職員の解説を伴い案内する。参加者には鷲ノ木遺跡や縄文文化
             等のパンフレット等を配布した。

事業内容 1 2 3

国道補助金の有無 有　・　無 運営面 1 2 3 ④ 5

④ 5

計 495 準備等 1 2 3 ④

要改善 要検討

・町内外一般対象

・開催日時　8月～10月の間の土日

495

R6 R7

・車両は町バス及び公用車利用。

　森町教育委員会

事
業
名

事
務
名

4 決算額 99 135 275 330 175

5 　鷲ノ木遺跡の環状列石を公開し、遺跡の情報発信と保存整備への理解を深めてもらうことを
目的とする。実物の遺跡を見ることにより、保存整備の重要性を共有し、実施の機運と縄文文
化への興味・関心を高める。

年度 R３ R４ R５

節 金額(千円） 前年対比 99 36 140 55 △ 155

委託料

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 社会教育課 事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
社教　-　⑪

10 決　算　額　の　状　況
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 文化財振興費

10 ☆指標で表せない効果等

13 ②事業主体

③事業内容及び対象者等

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

・場所　　森町遺跡発掘調査事務所展示室

・内容　　展示室開館とそれに伴う準備作業、来館者の案内を行う。

☆コメントによる評価

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和7年度分評価>

・臨時開館は事業の充実に大変貢献している。（人的要員配置が大変努力されていると思うが！）。

総体 1 2 3 ④ 5

目的達成度 1 2 3 ④ 5

・必要な経費は予算化し継続していく

財政面 1 2 ③ 4 5 ・縄文文化の実態や移り変わりを肌で感じる貴重な展示場であり、一層の充実が求められていると思う。

事業内容 1 2 3 ④ 5

・縄文時代の高い精神性と文化が注目されていますが、地元の人ほど関心が薄いように見受けられます。PRにも力を入れてください。

運営面 1 2 3 ④ 5 ・多くの見学者が多数参加できるようご健闘ください

的確

準備等 1 2 3 ④ 5

・臨時開館日の見学者数は205人であり、総数の1/3程度となる。
・過去の見学者数：（R6）1,045人　（R5）1,094人　（R4）1,219人　※令和３年度までの見学者数は、千人を超えることはまれだった。
・令和3年7月27日に『北海道・北東北の縄文遺跡群』が世界遺産登録され、鷲ノ木遺跡は『遺跡群』の関連資産（世界遺産では無い）となる。
・展示資料の名称表示に英語名称を加えている。

H２０年度

事業完了(予定)年度

展示室見学状況

要改善 要検討 妥当 良好

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

継続

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

4 5

【事務事業の写真等】 ・引き続き施設の維持管理や収蔵資料の調
　査や管理を行い、見学者が快適に利用でき
　るよう公開に取り組む。
・様々な状況に応じた展示や情報提供の在
　り方を引き続き検討していく。

総体 1 2 ③

遺
跡
発
掘
調
査
事
務
所
展
示
室
公
開

使用料及び賃借料 22 ・臨時開館中、鷲ノ木遺跡見学会の参加者が展示
　室を見学に来ることが多い。

金額 目的達成度 1 2 ③ 4 5

財政面 1 2 ③ 4

《 有 の 場 合 》 ・７月から10月までの期間、土日祝日を臨時開館した。（この間月曜休館、月曜祝日の場合は
翌平日休館とした。）

事業内容 1 2 ③ 4 5

名称 5

④ 5

国道補助金の有無 有　・　無 ・見学者数　797人 運営面 1 2 3 ④

計 1,306 準備等 1 2 3

5

的確

・町内外一般対象

・日時　　平日　9時～16時開館　

要改善 要検討 妥当 良好

1,284

R6 R7

　森町教育委員会

事
業
名

事
務
名

4 決算額 581 846 602 1,065 1,089

5 　町内の遺跡出土品等を一般公開し、縄文文化や町の歴史・文化にふれ、理解を深める場と
なることを目的とする。特に未整備であり、非公開である国指定史跡鷲ノ木遺跡についての情
報を提供しており、郷土学習やまちづくり、観光等の機会に活用してもらう。

年度 R３ R４ R5

節 金額(千円） 前年対比 251 265 △ 244 463 24

需要費

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 社会教育課 事業番号

令和7年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
社教　-　⑫

10 決　算　額　の　状　況
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☆決算額の推移

款 ①目的及び効果

項

目

☆指標で表せない効果等

②事業主体

③事業内容及び対象者等

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

☆コメントによる評価

【参考】令和7年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和7年度分評価>

・現地、現物方式が一番心を動かすと思います。今後も次代を担う児童や若者への理解浸透のため事業の継続展開していただきたい。

総体 1 2 3 ④ 5

目的達成度 1 2 3 ④ 5

・町内に限らず他市町の学校、教育委員会に対して課外授業、活動としてPRする。

財政面 1 2 ③ 4 5 ・継続事業として毎年実施していく「小中学生は宝の山」。

事業内容 1 2 3 ④ 5

・子ども達の良き学びの機会となりますので、積極的な呼びかけで他の小中学校でも行って下さい。

運営面 1 2 3 ④ 5 ・今後もできる限り参加者を募り実施してください。

準備等 1 2 3 ④ 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

H26年度
・これまで小中学校の地域学習は鷲ノ木遺跡や発掘調査事務所の見学が主であり、出前授業は令和３年ぶりの実施となった。
・幼稚園児童や小学校低学年を対象とした事業の実施は初。

事業完了(予定)年度

実施状況

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

継続

④ 5

総体 1 2 3 ④ 5

文
化
財
出
前
授
業

金額 目的達成度 1 2 3

【事務事業の写真等】 ・各学校等の申出により実施しているため、毎
年継続して実施できていないが、積極的に呼
びかけを行っていきたい。
・遺跡だけではなく郷土資料についての依頼
もあり、内容は多岐にわたる

③ 4 5

《 有 の 場 合 》 事業内容 1 2 3 ④ 5

国道補助金の有無 有　・　無 ○内容　　　　①郷土資料室収蔵資料を用いたクイズを実施（ネイパル森主催事業に協力）
　　　　　　　　 ②出土資料を触ってもらったりパワーポイントを用いたりして縄文文化と
　　　　　　　　　　鷲ノ木遺跡を紹介
　　　　　　 　　③パワーポイントを用いて縄文文化と鷲ノ木遺跡を紹介

運営面 1 2

名称 財政面 1 2 ③ 4 5

準備等 1 2 3 ④ 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

○実施場所　①年中～小学２年生（５月17日）：ネイパル森
　　　　　　　　②森小学校６年１組・２組（７月２日）:森小学校
　　　　　　　　③森中学校１年１組・２組（９月２日）：森中学校

計 0

R６ R７

・縄文文化の内容では、出前授業と併せて、
鷲ノ木遺跡の見学も別日で実施。

　森町教育委員会

○対象　小学４～６年生・中学生

事
業
名

事
務
名

決算額 - - - - -

　小・中学校に訪問して出前授業を行い、児童が森町の歴史や文化財に興味を持つきっか
けをつくる。写真パネル等の利用や町内遺跡出土の縄文土器や石器等を実際に触ってもら
い、町の歴史や文化をわかりやすく紹介する。

年度 R３ R４ R５

節 金額(千円） 前年対比 - - - - -

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 社会教育課 事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
社教　-　⑬

決　算　額　の　状　況
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☆決算額の推移

款 ①目的及び効果

項

目

☆指標で表せない効果等

②事業主体

③事業内容及び対象者等

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

・場所　　森町公民館　中会議室

第１回(5/24)　　町内文化財探訪～御幸・鷲ノ木・本茅部編～

第２回(7/19)　　町内文化財探訪～港町・駒ヶ岳・砂原編～

冬季①（2/25）　ストーンサークルが造られた後 ☆コメントによる評価

冬季②（3/11）　古文書から見る森の歴史～安政三年　駒ヶ岳噴火の記録～

冬季③（3/18）　縄文時代の頃の世界の歴史

【参考】令和7年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和7年度分評価>

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 社会教育課 事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
社教　-　⑭

決　算　額　の　状　況

事
業
名

事
務
名

決算額 - - - - -

　森町の文化財とその保護の取組み等を様々な視点から紹介する。参加者が町の歴史や文
化について改めて知ることで、文化財の価値や町の魅力を再発見し、理解を深める。

年度 R３ R４ R5

節 金額(千円） 前年対比 - - - - -

R6 R7

文
化
財
講
座

　森町教育委員会

・町内一般対象

・日時　　第１回　５月２４日　１０:００～
　　　　　  第２回　７月１９日　９：００～
　　　　  　冬季　①２月２５日、②３月１１日、③３月１８日　各日１６：００～計 0 準備等 1 2 ③ 4 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

③ 4 5

《 有 の 場 合 》 事業内容 1 2 ③ 4 5

国道補助金の有無 有　・　無 ・定員　　第１回15名、第２回15名、冬季20名　事前申込制 運営面 1 2

③ 4 5

金額 目的達成度 1 2 ③ 4

名称 ・内容　　文化財と町の魅力をテーマに資料等を利用し、わかりやすく解説する。 財政面 1 2

5

総体 1 2 ③ 4 5

【事務事業の写真等】 ・過年度より要望の多かった、文化財の現地
見学を実施。
・参加者の満足度は高かったが、一部内容が
分かりづかったとの意見もあり改善していきた
い。

〔事業の方向性〕

継続
・参加者数　　第1回 4名　　第2回 ５名
　　　　　　　　　冬季①５名　②５名　③４名 〔予算の方向性〕

継続

要改善 要検討 妥当 良好 的確

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

H３０年度
・令和６年度　第１回：森町の地形と地質　14人、第２回：青い目の人形　12人、第３回：海の道、陸の道　12人
・令和５年度　第1回：北海道・北東北の環状列石 7人、第2回：文化財から見る森の歴史～鯡供養塔～ 7人、第3回：森町の郷土資料 6人
・令和４年度　第1回：鷲ノ木遺跡の整備　10人、第2回：鷲ノ木遺跡発掘調査概報・縄文土器　9人、第3回：古文書から見る森町の歴史　11人
・令和３年度　事業中止
・令和２年度　第１回：茅部栗と森町の歴史　7人、第2回：冷凍機械　9人

事業完了(予定)年度

講座状況

・森町の歴史、文化を学べる良い機会ですので、多くの方に参加して頂きたいです。

運営面 1 2 3 ④ 5 ・参加者が毎年数名と少数が気になります。できるだけ周知の機会や範囲を増やし広めてがんばってください。

準備等 1 2 ③ 4 5

・先人の遺産や歴史に触れ、ふるさとの魅力をより多く発見していただき、後世へ語りつなぐ重要な施策である。

財政面 1 2 ③ 4 5 ・広報での周知、見学会の実施の継続とともにホームページ閲覧いただくためのPRを充実してほしい。

事業内容 1 2 3 ④ 5

・事業の開催日時・内容等(お知らせとして)の周知方法が充分で的確だったか

総体 1 2 3 ④ 5

目的達成度 1 2 3 ④ 5
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☆決算額の推移

款 ①目的及び効果

項

目

☆指標で表せない効果等

②事業主体

③事業内容及び対象者等

〇対象 森町内及び近隣市町在住の方、鷲ノ木遺跡や縄文文化に興味のある方、 ☆　事業評価(自己評価）

人と話すのが好きな方、自家用車等で鷲ノ木遺跡まで通うことができる方 ☆　点数による評価

〇日時および内容

☆コメントによる評価

【参考】令和7年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和7年度分評価>

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 社会教育課 事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
社教　-　⑮

決　算　額　の　状　況

事
業
名

事
務
名

決算額 - －

　鷲ノ木遺跡や縄文文化についての講習を通じて、これらの魅力や価値を伝えたり、保全の
ために活動したりする仲間を増やし、現地ガイドができる人材を養成することを目的とする。

年度 R6 R7

節 金額(千円） 前年対比 - －

《 有 の 場 合 》 ④ 5

③ 4 5

③ 4

計

的確

国道補助金の有無 有　・　無 運営面 1 2 5

0 第１回　6月28日（土）10:00～12:00　オリエンテーション
　参加人数：５名
　・事業の説明と自己紹介　　・鷲ノ木遺跡と桂川河口の現地見学
第２回　8月30日（土）　9:00～12：00　鷲ノ木遺跡見学会同行
　参加人数：８名
　・見学会に同行し、ガイドの大まかな流れを体験
第３回　10月19日（日）10:00～12:00　鷲ノ木遺跡を考える
　参加人数：８名
　・鷲ノ木遺跡ガイドマニュアルの配布、現地見学　・マニュアルについての意見交換
第４回　12月20日（土）　10:00～12:00　鷲ノ木遺跡の調査と保存について
　参加人数：８名
第５回　３月７日（土）10:00～12:00　ガイドの技術と心構えについて
　参加人数12名（講座受講者７名・ボランティアガイドの会５名）
　・研修（講師：長谷川　清　氏）　・グループワーク

準備等 1 2

2 ③ 4

【事務事業の写真等】 令和９年度の一部供用開始に向けて、引き続
き受講者が遺跡等への知識やガイド技術等
の向上ができるよう取り組む。

事業内容 1 2 3

5

金額 目的達成度 1 2 3

名称 財政面 1

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

継続

④ 5

鷲
ノ
木
遺
跡
ガ
イ
ド
養
成
講
座

北海道が主催するガイド研修会（３月20日開
催）に受講者２名が参加

　森町教育委員会

要改善 要検討 妥当 良好

総体 1 2 ③ 4 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

R６年度
・募集開始時の申込は８名だったが、途中での参加希望もあり計10名の申込となった。
・各回の欠席者には資料の配布や別日での遺跡案内など、補講的な取組を行っている。

事業完了(予定)年度

講座状況

・人材育成が何より大事なことですので、今後も力を入れてください。

運営面 1 2 3 ④ 5 ・年間5回の実施ご苦労様です。今後も継続ご努力ください。

準備等 1 2 3 ④ 5

・町外でも興味関心のある方もいると思いますのでできるだけ範囲・機会も広めてPRしてもらえればと思います。

財政面 1 2 3 ④ 5 ・文化の継承や観光振興、人材育成にとって非常に重要な事業と言えます。今後も一層充実した施策を展開してほしいです。

事業内容 1 2 3 ④ 5

・継続して時間をかけて集めて進めていく

総体 1 2 3 ④ 5

目的達成度 1 2 3 ④ 5

－　－  29 



準備
等

運営
面

事業
内容

財政
面

目的
達成
度

総体
準備
等

運営
面

事業
内容

財政
面

目的
達成
度

総体

1 公民館講座（オニウシ学園） 継続 4.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0

2 公民館講座（女性学級） 継続 3.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0 4.0 3.0 3.0 3.0 4.0 3.0

3 公民館講座（母親学級） 継続 3.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0 3.0 3.0 4.0 4.0 3.0 3.0

4 公民館講座（一般講座） 継続 3.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0

5 文化講演会 継続 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

令和７年度　森町教育委員会外部評価事務事業一覧表　　　《森町公民館》

事業
番号

事務・事業名
今後の
事業の
方向性

自己評価 外部評価委員評価

備　　　　　考
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☆決算額の推移

款 教育費 　①目的及び効果

項 社会教育費

目 公民館費

8 ☆指標で表せない効果等

9 　②事業主体

11

　③事業内容及び対象者等

○事業期間　：６月から１０月まで全８回　

○対象者　 　：町内在住の６０歳以上（定員４０名） ☆　事業評価(自己評価）

○受講者　　 ：３８名（延２１１名参加）　　　　　　　　　　　　　　 ☆　点数による評価

○参加費　 　：材料費等の実費

○講座内容

・６月２５日　　：健康体操 ・９月１２日  　　：ミニバス研修（町内史跡巡り）

・７月１８日　　：バス研修（壮瞥町） ・９月２６日  　　：ものづくり教室②

・７月２４日　　：防犯講話 　　　　　　　　　　（浮き球の置き物）

・９月５日  　　：ものづくり教室① ・１０月３日  　　：健康講話

　　　　　　　　　（押し花キーホルダー） ・１０月１７日  　：ヘルシー料理教室 ☆コメントによる評価

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

・ 研修講座の内容が、旧態依然のものではなく、現在の社会状況等に反映される内容を位置付けることで、対象となる講師も幅広となり、町民

の方々の参加意欲等も高められるのではないでしょうか。

・ 高齢者のみが対象としていることについて、見直す時期かと思います。

・ 実施会場等については、行政・公的施設のみを対象とするのではなく、官民一体となった社会教育・生涯学習の視点から、民間の事業所等を

活用することで必要な機材等についても有効化に活用できるのではないでしょうか。このことは、年度当初予算の有効な活用にも資すると思い

ます。

・ 今後も継続するための内容の充実を図ってほしい。

事
業
名

事
務
名

2 決算額 15 5 59 64 39

節

5 年度 R３ R４生涯学習の一環として、一般教養や趣味などを楽しみながら学習し、知識や技術を高めるととも
に仲間づくりをしながらコミュニケーションを養う場を提供し、健康で生きがいのある生活を送れる
よう講座を開設する。

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 森町公民館 事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
公　-　➀

10 決　算　額　の　状　況

需用費（消耗品費） 8

R５ R６

△ 25

報償費 50

旅費 12 多様な学習機会を提供することで、受講者同
士の交流が図られた。

金額(千円） 前年対比 15 △ 10 54 5

R７

要改善

1 2 3

要検討

運営面

妥当 良好 的確

準備等 1 2 3 ④ 5

5

計 70 事業内容 1 2 3 ④ 5

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 3 ④

国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2 ③ 4

金額

【事務事業の写真等】 人気講座であり、楽しみにしている高齢者が
多い。健康で生きがいのある生活を送ること
ができるよう、今後も学習機会の充実を図る。

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

継続

名称 総体 1 2 3 ④ 5

　
公
民
館
講
座

（
オ
ニ
ウ
シ
学
園

）
5

④ 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

Ｓ４８年度

事業完了(予定)年度

町内史跡巡り

運営面 1 2 3 ④ 5

準備等 1 2 3 ④ 5

財政面 1 2 ③ 4 5

事業内容 1 2 3 ④ 5

総体 1 2 3 ④ 5

目的達成度 1 2 3 ④ 5

森町教育委員会

・「オニウシ学園」は昭和４８年から開始し、令和７年度で５３年目の開講となった。（令和２～４年度はコロナ禍で中止）
・アンケートを活用して、受講者ニーズを捉えるとともに、新たな講師人材の発掘に取り組んでいる。
・講座の実施会場としていた森町公民館が令和７年度末で閉館するため、次年度に向けて実施会場を検討する必要がある。
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☆決算額の推移

款 教育費 　①目的及び効果

項 社会教育費

目 公民館費

8 ☆指標で表せない効果等

9 　②事業主体

11

　③事業内容及び対象者等

○事業期間　：６月から１０月まで全７回　

○対象者　 　：町内在住の女性 ☆　事業評価(自己評価）

○受講者     ：３３名（延１６９名参加）　　　 ☆　点数による評価

○参加費　   ：材料費等の実費

○講座内容

・６月１８日　　：防災講話 ・９月２日  　　：手芸講座

・７月２日　　　：健康体操講座 　　　　　　　　　（ブローチづくり）

・７月３０日　　：町外バス研修（※中止） ・９月１７日  　：フラワーアレンジメント講座

※カムチャッカ半島地震のため ・９月２４日  　：ストレッチ講座

・８月２７日  　：町内施設見学 ・１０月７日　  ：押し花講座 ☆コメントによる評価

　　　　　　　　　（森町リサイクルプラザ） 　　　　　　　　　（箸袋づくり）

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

・ 女性学級と母親学級を合わせた講座とすることで、財政面の運営についての負担軽減につながるとともに、世代間交流が生まれ、子育てや

高齢者支援にも発展すると思います。「女性」を共通言語に講座内容も実生活につながるものとなるのではないでしょうか。

・ 今後も継続してほしい。

森町教育委員会

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 森町公民館 事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
公　-　②

10 決　算　額　の　状　況

R７ 事
業
名

事
務
名

2 決算額 15 5 59 25 30

5 年度 R３ R４ R５ R６

△ 34 554

報償費 50

節 金額(千円） 前年対比 15 △ 10

町内在住の女性が、一般教養や趣味を楽しみながら学習し、知識や技術を高めるとともに仲間
づくりをしながらコミュニケーションを養う場を提供し、心身共に健康で潤いのある生活を送れる
よう講座を開設する。

　
公
民
館
講
座

（
女
性
学
級

）

旅費 12 多様な学習機会を提供することで、受講者同
士の交流が図られた。

需用費（消耗品費） 8

準備等 1 2 ③ 4 5

要改善 要検討

運営面 1 2 3 ④ 5

妥当 良好 的確

5

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 3 ④ 5

3 ④ 5

国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2 ③ 4

計 70 事業内容 1 2

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

継続

④ 5

金額

【事務事業の写真等】 女性の学びたいというニーズを把握し、心身
共に健康で潤いがある生活を送ることができ
るよう、今後も学習機会の充実を図る。

名称 総体 1 2 3

要改善 要検討 妥当 良好 的確

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

Ｓ４７年度

事業完了(予定)年度

森町リサイクルプラザ

・「女性学級」は昭和４７年に開始し、令和７年度で５４年目の開講となった。（令和２～４年度はコロナ禍で中止）
・アンケートを活用して、受講者ニーズを捉えるとともに、新たな講師人材の発掘に取り組んでいる。
・講座の実施会場としていた森町公民館が令和７年度末で閉館するため、次年度に向けて実施会場を検討する必要がある。

運営面 1 2 ③ 4 5

準備等 1 2 3 ④ 5

財政面 1 2 ③ 4 5

事業内容 1 2 ③ 4 5

総体 1 2 ③ 4 5

目的達成度 1 2 3 ④ 5
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☆決算額の推移

款 教育費 　①目的及び効果

項 社会教育費

目 公民館費

8 ☆指標で表せない効果等

11 　②事業主体

　③事業内容及び対象者等

○日　　　時 ：令和８年３月２７日（金）１０時００分～１１時３０分

○場　所 ：森町公民館　１階研修室 ☆　事業評価(自己評価）

○講座内容 ：「親子ふれあい教室」 ☆　点数による評価

 　　　　　　　　 チャイルドマッサージ、パステル画材を使用したぬり絵

○対 象 者　：未就学児～小学低学年のこどもと保護者（定員１０組）

○受 講 者  ：２組（こども３名、大人２名)

○参 加 費  ：１人につき　こども150円、大人300円

☆コメントによる評価

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

・ 女性学級と母親学級を合わせた講座とすることで、財政面の運営についての負担軽減につながるとともに、世代間交流が生まれ、子育てや

高齢者支援にも発展すると思います。「女性」を共通言語に講座内容も実生活につながるものとなるのではないでしょうか。

・ 「子育て世代」に焦点化するのであれば、保健福祉子育て課との共催も可能となり、幅広な人材確保や参加者増加につなげられるのではな

いでしょうか。

・ 人数不足を考えると合わせた講座は、このままで良いと思います。

・ 開催時期を4月～6月の季節変わり目、五月病などの出やすい春に実施してはいかがでしょうか。

・ 参加しやすい環境作りで実施して下さい。総体 1 2 ③ 4 5

目的達成度 1 2 ③ 4 5

財政面 1 2 3 ④ 5

事業内容 1 2 3 ④ 5

運営面 1 2 ③ 4 5

準備等 1 2 ③ 4 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

Ｓ４８年度

事業完了(予定)年度

親子ふれあい教室

・「母親学級」は昭和４８年に開始し、令和７年度で５３回目の開講となった。（令和２～４年度はコロナ禍で中止）
・少子化で対象者が減っているため、受講ニーズや時期を把握し、参加しやすい環境で実施する必要がある。

金額

【事務事業の写真等】 母親だけではなく、父親も参加できる講座を
提供することで、家庭教育支援の充実を図
る。

名称 総体 1 2 3

事業内容 1 2

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

継続

④ 5

5

妥当 良好 的確

5

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 3 ④ 5

3 ④ 5

国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2 ③ 4

計 154

要改善 要検討

運営面 1 2 3 ④

　
公
民
館
講
座

（
母
親
学
級

）

需用費（消耗品費） 8 参加することで親同士の交流や社会とのつ
ながりを持ち、孤立化を防ぐ。

準備等 1 2 ③ 4 5

R６

△ 5 60

報償費 146

節 金額(千円） 前年対比 15 △ 10

家庭教育の一環として、子育てに携わる母親の悩みや不安を共有できる環境で親子のコ
ミュニケーションを培う場を提供し、学習と体験をとおした健全な親子の成長を図ることがで
きるよう講座を開設する。

森町教育委員会

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 森町公民館 事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
公　-　③

10 決　算　額　の　状　況

R７ 事
業
名

事
務
名

2 決算額 15 5 5 0 6

5 年度 R３ R４ R５
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☆決算額の推移

款 教育費 　①目的及び効果

項 社会教育費

目 公民館費

8 　②事業主体 ☆指標で表せない効果等

11

　③事業内容及び対象者等

◆成人講座

○日　　　時 ：令和８年２月２８日（土）１３時００分～１５時００分　

○場　　　所 ：森町公民館　１階大会議室 ☆　事業評価(自己評価）

○講座内容 ：「浮き球アート教室」　ガラス製の浮き球を削って作品を制作 ☆　点数による評価

○対 象 者　：町内在住の方（定員２０名）

○受 講 者  ：８名

○参 加 費　：1,300円

◆こども講座

○日　　　時 ：令和８年３月３１日（火）

　　　　　　　　　１１時００分～１２時３０分、１３時００分～１５時００分

○場　　　所 ：森町公民館　１階調理実習室 ☆コメントによる評価

○講座内容 ：「春休み　こども料理教室」　いちご大福づくり

○対 象 者　：町内の小学生（定員１０名）

○受 講 者  ：９名（申込者　１０名）

○参 加 費  ：350円

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

・ オニウシ学園との共催とすることで、町全体の学びの場とすることができるのではないでしょうか。財政面の負担軽減につながるとともに、互

いが学び合う場となり、相乗効果が期待できると思います。

・ 参加費を均一にして、予算化してはいかがでしょうか。報償費との対費用効果が感じられないため、参加者の負担感の軽減を図ることで、参

加者の増加や多様な講座内容に発展させられるのではないでしょうか。

・ 実施場所を検討しながら継続して下さい。

事業番号

令和７年度　予算の状況

浮き球アート教室

学習機会を提供することで、受講者同士の
交流が図られた。

△ 59

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 森町公民館

需用費（消耗品費） 9

2 決算額 15 5 59 0 25

5 年度 R３

〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
公　-　④

10 決　算　額　の　状　況

25

事
業
名

事
務
名

R４ R５ R６ R７

報償費 155

節 金額(千円） 前年対比 15 △ 10 54

森町教育委員会

多種多様な講座を開設し、町民が生涯学習に興味・関心を持ち、心身共に健康で潤いのある生
活が送れるよう生涯学習やコミュニケーションの場の提供を目的とし実施する。

準備等

1 2 ③ 4 5

計 164

要改善 要検討 妥当 良好 的確

1 2 ③ 4 5

運営面 1 2

継続

〔予算の方向性〕

　
公
民
館
講
座

（
一
般
講
座

）

5

名称 総体 1 2 3 ④ 5

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 3

金額

3 ④ 5

有　・　無 財政面

④

④ 5

国道補助金の有無

要改善 要検討 妥当 良好 的確

継続

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

事業完了(予定)年度

事業内容 1 2 3

【事務事業の写真等】 対象者が参加しやすいと思われる土曜日や
春休み中に実施した。

〔事業の方向性〕

・アンケートを活用して、受講者ニーズを捉えるとともに、新たな講師人材の発掘に取り組んでいる。
・講座の実施会場としていた森町公民館が令和７年度末で閉館するため、次年度に向けて実施会場を検討する必要がある。

運営面 1 2 3 ④ 5

準備等 1 2 3 ④ 5

財政面 1 2 ③ 4 5

事業内容 1 2 3 ④ 5

総体 1 2 3 ④ 5

目的達成度 1 2 3 ④ 5
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 公民館費

11 ②事業主体 ☆指標で表せない効果等

11

11

13 委託料 ③事業内容及び対象者等

○日　時 ：令和７年１０月４日（土）１６時００分～１７時３５分　

○場　所 ：森町公民館　２階講堂 ☆　事業評価(自己評価）

○名　称 ：新町森町・森町文化協会誕生２０周年記念「森町文化講演会」 ☆　点数による評価

　 ○講　師 ：アルピニスト　野口　健　氏

○演　題 ：目標を持って生きることのすばらしさ

   ～モチベーションを持ち続けるためには～ 

○入場料 ：無料

○聴講者 ：２５５名

☆コメントによる評価

　

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

・ 森町の取組に対して所縁のある方の講演になると、より一層効果的で充実したものとなったかもしれません。

・ 大変、良い企画だと思います。

・合併２０周年を記念して著名な登山家の野口氏を招聘したことや同日に合併記念式典があり、聴講者数の増加につながった。

総体 1 2 3 ④ 5

目的達成度 1 2 3 ④ 5

財政面 1 2 3 ④ 5

事業内容 1 2 3 ④ 5

事業開始年度

H１７年度

事業完了(予定)年度

運営面 1 2 3 ④ 5

準備等 1 2 3 ④ 5

文化講演会

要改善 要検討 妥当 良好 的確

3,094

5

《 有 の 場 合 》 目的達成度

需用費（食糧費）

要改善 要検討 妥当 良好

3 ④

事業内容 1 2

3

3 ④ 5

需用費（印刷製本費） 85

過酷な体験談を交えながらも人間味溢れる
内容で聴講者にとって貴重な機会となった。

森町教育委員会 

〔予算の方向性〕

継続

文
化
講
演
会

事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
公　-　⑤

10 決　算　額　の　状　況

事
業
名

事
務
名

2 決算額 0 1,083 850 423 2,174

5 年度 R３

1,751

R６ R７著名人を講師に招聘し、文化祭行事の一環として講演会を開催することにより、講演を通じて地
域住民の文化振興・生涯学習に対する意識高揚を図る。

〔事業の方向性〕

継続

総体 1 2 3

1 2 3 ④

④ 5国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2

計

5

名称

1 2

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 森町公民館

需用費 （消耗品費） 6

節 金額(千円） 前年対比

R４ R５

△ 1,150 1,083 △ 233 △ 427

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等

【事務事業の写真等】 例年、平日夜に開催していたが、土曜日の
開催となった。

3

金額

④

3,000

5運営面

③ 4 5

的確

準備等 1 2
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準備
等

運営
面

事業
内容

財政
面

目的
達成
度

総体
準備
等

運営
面

事業
内容

財政
面

目的
達成
度

総体

1 実年大学 継続 3.0 3.0 4.0 3.0 3.0 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

2 夏休み子ども工作展 継続 3.0 3.0 3.0 3.0 4.0 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

3 どろんこ塾 継続 4.0 3.0 4.0 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

4 子どものひろば 継続 3.0 4.0 3.0 3.0 4.0 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

5 モデルロケット教室 継続 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

6 書き初め席書大会 継続 4.0 4.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

7 あったかさわらパークゴルフ大会 継続 3.0 3.0 3.0 4.0 3.0 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

8 あったかさわら道南パークゴルフ大会 継続 3.0 3.0 3.0 4.0 3.0 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

令和７年度　森町教育委員会外部評価事務事業一覧表　　　《生涯学習課》

事業
番号

事務・事業名
今後の
事業の
方向性

自己評価 外部評価委員評価

備　　　　　考
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 社会教育総務費

7 ☆指標で表せない効果等

10

②事業主体

 

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

③事業内容及び対象者等

☆コメントによる評価

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和７年度分評価>

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 生涯学習課 事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
生－①

10 決　算　額　の　状　況

事
業
名

事
務
名

1 決算額 74 83 81 84 62

5 　健康づくり、生きがいづくりの支援として多種多様な学習の場を提供し、グループ活動を
通じて他者との交流を図りながらいくつになっても学ぶことの楽しさや必要性を伝えることを
目的とする。

年度 R３ R４ R５

節 金額(千円） 前年対比 2 9 △ 2 3 △ 22

報償費

良好 的確

5

計

80

R６ R７

森町教育委員会

需用費(消耗品費） 55    毎回、参加者が熱心に取り組む姿勢が見
られた。講師の方が参加者が楽しめる内容を
工夫していた。

135 ・今年度登録者数：４４名 事業内容 1 2 3 ④ 5

・対象者：砂原地区在住の高齢者 運営面 1 2 ③ 4

名称

③ 4 5

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 ③ 4 5

国道補助金の有無 有　・　無 ・事業期間：６月～１２月　計６回 財政面 1 2

工作教室１ 22 バス研修(七飯町歴史館)

継続

8

人数事業内容 4 5総体 1 2 ③

実
年
大
学準備等 1 2 ③ 4 5

要改善 要検討

〔事業の方向性〕

妥当

継続

〔予算の方向性〕

月日 事業内容 人数

運動教室

月日

12月10日 20

健康体操 教室226月11日

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等

9月3日

11月12日 17

4

   参加者の意見をアンケート集計し、事業内
容を精査し今後につなげていきたい。
　バス研修について、高齢者の負担にならな
い場所や休憩を計画していきたい。

【事務事業の写真等】

工作教室２ 21

10月8日

金額

7月9日

10月1日
防犯講座・救急講習

5

準備等 1 2 3 ④ 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

　概ね良好と思われます。

総体 1 2 3 ④ 5

目的達成度 1 2 3 ④ 5

事業開始年度

財政面 1 2 3 ④ 5

事業内容 1 2 3 ④ 5

Ｓ５６年度

事業完了(予定)年度

バス研修

運営面 1 2 3 ④
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 社会教育総務費

7 ☆指標で表せない効果等

10

②事業主体

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

③事業内容及び対象者等

☆コメントによる評価

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和７年度分評価>

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 生涯学習課 事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
生－②

10 決　算　額　の　状　況

事
業
名

事
務
名

1 決算額 43 46 45 43 43

5 　子供達に手作りの楽しさと意義を理解させるとともに創意工夫の精神を養い健全な育成
を図る。

年度 R３ R４ R５

節 金額(千円） 前年対比 △ 3 3 △ 1 △ 2 0

報償費

計

45

R６ R７

森町教育委員会

4 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

5

49 事業内容 1 2 4 5

材料は身の回りにあるもの、不要になった日用品、自然のもの（プラモデル類は除く）とし、
日常生活、学習、遊び（趣味等）に関するものの製作とする。

・対象者　 ：町内の小学生
・申込者数：１１１名
・参加校　 ：森、鷲ノ木、さわら　計３校
・部門　　　：低学年の部（１・２年生）、中学年の部（３・４年生）、高学年の部（５・６年生）
・賞　　 　　：部門ごとに最優秀賞１名、優秀賞１名、佳作５名
・審査会　 ：令和７年９月４日（木）
・展示期間：令和７年９月５日（金）から９月９日（火）
・表彰式　 ：令和７年９月１１日（木）

運営面 1 2 ③ 4

4

4

5

5

③

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

継続

名称 総体 1 2 ③

夏
休
み
子
ど
も
工
作
展

需用費（消耗品費） 4    自分でアイディアを出し、物作りの楽しさを
知ってもらう。

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2

準備等 1 2 ③

要改善 要検討 妥当 良好 的確

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等

金額

【事務事業の写真等】    今年度は昨年度に引き続き砂原公民館１
階大ホールを会場としたことにより、スペース
等に余裕をもって展示することができた。今
後も子供たちが進んで参加できる場を提供し
ていきたい。

3 ④ 5

国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2

③

事業開始年度

・平成３０年度より社会教育課から生涯学習課へ事務移管されました。
・審査員は教育長職務代理者、社会教育委員長、森小学校長、鷲ノ木小学校長、さわら小学校長の５名としました。

事業完了(予定)年度

表彰式（各部門最優秀者）

運営面 1 2 3 ④ 5

準備等 1 2 3 ④ 5 　毎年たのしみに見させて頂いて居ります。よく考えられていると感心致します。

　ステキな作品に癒されます。

総体 1 2 3 ④ 5

目的達成度 1 2 3 ④ 5

　毎年アイデアたっぷりの力作揃いで、今後も継続していく事を望んでいます。

財政面 1 2 3 ④ 5

事業内容 1 2 3 ④ 5
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 公民館費

7 ☆指標で表せない効果等

10

②事業主体

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

③事業内容及び対象者等

　

☆コメントによる評価

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和７年度分評価>

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 生涯学習課 事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
生－③

10 決　算　額　の　状　況

事
業
名

事
務
名

2 決算額 74 71 80 69 44

5 　物づくりや絵画等の体験学習を通じて、子どもの思考力、表現力、集団行動力の向上を
目的とする。

年度 R３ R４ R５

節 金額(千円） 前年対比 74 △ 3 9 △ 11 △ 25

報償費 105

R６ R７

森町教育委員会 ど
ろ
ん
こ
塾

需用費(消耗品費） 55 　様々な体験を通して物事に取り組む意欲
が高まった。他学年や他校の子どもの交流
が深まった。

準備等 1 2 3 ④ 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

運営面 1 2 ③ 4

4

④

月日 事業内容

5

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 3 ④ 5

・対象者　　　：町内在住の小学生
・申込児童数：１０名
・事業期間　 ：６月～１２月　計６回国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2 ③

5

計 160 事業内容 1 2 3 ④ 5

5

金額

3

【事務事業の写真等】 11月1日 版画教室 4

名称 総体 1 2

人数

6月21日

月日 事業内容 人数

絵画教室 9

〔予算の方向性〕

継続

   今年度も、参加範囲を広げ保護者も参加
できる様に工夫した。
　前年度人気のあった教室や、バスで町外の
施設へ見学へ行く体験教室も継続して実施
した。
　対象者について、中学生まで拡大してはど
うか検討したい。

〔事業の方向性〕

継続
11月29日 応急手当講習 27月19日

10月13日

15陶芸教室（中皿作り）

要改善 要検討 妥当 良好 的確

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

Ｈ６年度

事業完了(予定)年度

陶芸教室

事業内容 1 2 3 ④ 5

　中学生の参加は良いと思います。

運営面 1 2 3 ④ 5 　概ね良好と思われます。

準備等 1 2 3 ④ 5

体験教室(七飯町歴史館) 4 12月6日 料理教室 4

総体 1 2 3 ④ 5

目的達成度 1 2 3 ④ 5

財政面 1 2 3 ④ 5
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 公民館費

7 ☆指標で表せない効果等

10

②事業主体

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

③事業内容及び対象者等

　

☆コメントによる評価

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和７年度分評価>

事
業
名

事
務
名

2 決算額 34 37 29 23 29

5 　砂原公民館を会場に講座等を実施し、互いの交流を深める集いの場を提供する。
　多様な体験活動を通し、子どもの協調性や思考力を養うことを目的とする。

年度

△ 6 6

報償費

R３ R４ R５

節 金額(千円） 前年対比 6 3 △ 8

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 生涯学習課 事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
生－④

10 決　算　額　の　状　況

35

R６ R７

森町教育委員会

子
ど
も
の
ひ
ろ
ば

需用費(消耗品費） 14    日常で触れる機会が少ないお茶の作法を
体験することにより、日本の伝統文化に対す
る興味・関心が深まった。

準備等 1 2 ③ 4 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

5

計 49 事業内容 1 2 ③ 4 5

　茶の湯体験　　協力：森町茶道愛好会
　さわら小学校及び砂原中学校に募集チラシを配布して周知し、事前申込制とした。

・対象者   ：砂原地区在住の小学生４年生～中学生
・申込人数：５名(定員１０名)
・事業期間：６月～９月　全３回

運営面 1 2 3 ④

4

4

5

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 3 ④ 5

国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2 ③

人数

名称 総体 1 2 ③ 5

金額

【事務事業の写真等】 月日 茶の湯体験の内容 人数 月日

7月26日 5
前回の復習・お茶お菓子の

運び方・お茶のたて方

事業開始年度

・昨年度まで子どものひろば講師を担われていた千葉弥生氏がご都合により退任されました。
・事業内容をリニューアルし、表千家教授・佐藤こずえ氏に講師を依頼しました。 Ｈ１１年度

事業完了(予定)年度

茶の湯体験の様子

〔予算の方向性〕

継続

   従来自由参加であったが、今年度の事業
内容の性質上、事前申込制とした。
　お抹茶やお茶菓子を楽しむことで参加者
の好評を得た。
　次年度に向け、募集範囲拡大等の検討を
したい。

〔事業の方向性〕

前回の復習・自分でたてたお茶を
継続

お友達に飲んでもらいましょう
56月14日

茶の湯体験の内容

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等

ごあいさつ・和室の歩き方
9月6日 4

・お茶お菓子のいただき方

2 3 　概ね良好と思われます。

要改善 要検討 妥当 良好 的確

財政面 1 2 3 ④ 5

　事前申込を前提として、若干の当日受付も検討してはどうでしょうか。

　(事前申込をした友人に誘われることもある)　参加人数が少ないですネ。

④ 5

運営面 1 2 3 ④ 5

準備等 1 2 3 ④ 5

事業内容 1

総体 1 2 3 ④ 5

目的達成度 1 2 3 ④ 5
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 公民館費

7 ☆指標で表せない効果等

10

②事業主体

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

③事業内容及び対象者等

☆コメントによる評価

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和７年度分評価>

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 生涯学習課 事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
生－⑤

10 決　算　額　の　状　況

事
業
名

事
務
名

2 決算額 28 18 22 19 18

5 　モデルロケットを自主製作することにより、物づくりの楽しさや科学に対する興味を深めて
もらうことを目的とする。
　また、指導講師からの講習を受けることにより、モデルロケット従事者第４級ライセンス取得
の資格が与えられる。

年度 R３ R４ R５

節 金額(千円） 前年対比 28 △ 10 4 △ 3 △ 1

報償費 5

R６ R７

森町教育委員会

モ
デ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
教
室

需用費(消耗品費） 45 　 少量の火薬で上空に飛び上がるロケットに
興味を示す子どもが多かった。

準備等 1 2 ③ 4 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

5

国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2 ③

5

計 50 事業内容 1 2 ③ 4 5

運営面 1 2 ③ 4

4

〔予算の方向性〕

継続

   自分でロケットを製作する楽しさや科学の
すばらしさを体験させることができた。

〔事業の方向性〕

継続

【事務事業の写真等】

4 5

金額

名称 総体 1 2 ③

・対象者      ：町内在住の小学生～中学生
・参加人数   ：４名
・事業実施日：令和７年７月２８日（月）
・実施場所 　：砂原公民館及び総合運動公園
・講師　　　　 ：町内在住の日本モデルロケット協会第３級指導講師

5

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 ③ 4

要改善 要検討 妥当 良好 的確

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

Ｈ１９年度

事業完了(予定)年度

打ち上げの様子

　参加者が多いから良いわけではないが、もう少しおもしろく感じる会(教室)になる様に企画出来れば良いです。

運営面 1 2 ③ 4 5 　物づくりであそべる人はいいなあ。

準備等 1 2 ③ 4 5

　事業は良いのですが参加人数が少ないように思います。

財政面 1 2 ③ 4 5

事業内容 1 2 ③ 4 5

総体 1 2 ③ 4 5

目的達成度 1 2 ③ 4 5
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 公民館費

7 ☆指標で表せない効果等

10

②事業主体

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

③事業内容及び対象者等

☆コメントによる評価

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和７年度分評価>

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 生涯学習課 事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
生－⑥

10 決　算　額　の　状　況

事
業
名

事
務
名

2 決算額 73 82 82 85 78

5 　町内に住む小中学生を対象に、「書き初め」を通して日本の伝統文化に触れてもらうと共
に学習と交流の場を提供することを目的とする。事業の運営や審査については有識者等の
協力を得ている。

年度 R３ R４ R５

節 金額(千円） 前年対比 14 9 0 3 △ 7

報償費

3 ④ 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

124

R６ R７

森町教育委員会

   子供達が経験する機会が少ない「書き初
め」に挑戦できる場であり、日本の伝統文化
に触れるよい機会となった。

3

2 3 ④ 5

・対象者　　　：町内の小中学生
・申込者数　 ：３２名　　・参加者数：２９名
・参加校　　　：小学校…森、さわら　計２校
                    中学校…森           計１校
・後援団体　 ：森町文化協会
・事業実施日：令和８年１月７日（水）　審査会：令和８年１月８日（木）
・表彰式　　　：令和８年１月１４日（水）
・作品展示　 ：森町公民館1/9～14、砂原公民館1/19～23

運営面 1 2 3 ④

④

④

5

5

5

事業内容 1

【事務事業の写真等】    今年度は、参加者が昨年度を下回ったが
全体的に目的達成度は高かった。
　次年度は砂原公民館での開催を想定して
いるが、より多くの児童に参加してもらえるよ
う取り組んでいきたい。

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

継続

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 ③ 4 5

名称 総体 1 2 3

書
き
初
め
席
書
大
会

需用費（消耗品費） 30

準備等 1 2

金額

国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2

計 154

要改善 要検討 妥当 良好 的確

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

・平成３０年度より社会教育課から生涯学習課へ事務移管されました。
・審査員は書道経験者、森町文化協会長、森町校長会長の３名としました。 Ｈ１７年度

事業完了(予定)年度

大会の様子

　正月休みで来町の人(子供達)も参加出来るのはどうでしょうか。

　(町内だけの事業にならないですが、冬休みで町外から来ている子供もいる時期なので)

　概ね良好と思われます。

運営面 1 2 3 ④ 5

準備等 1 2 3 ④ 5

総体 1 2 3 ④ 5

目的達成度 1 2 3 ④ 5

財政面 1 2 3 ④ 5

事業内容 1 2 3 ④ 5
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 保健体育費

目 保健体育総務費

7 ☆指標で表せない効果等

②事業主体

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

③事業内容及び対象者等

☆コメントによる評価

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和７年度分評価>

財政面 1 2 3 ④ 5

事業内容 1 2 3 ④

総体 1 2 3 ④ 5

目的達成度 1 2 3 ④ 5

5

　概ね良好と思われます。

運営面 1 2 3 ④ 5

準備等 1 2 3 ④ 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

Ｈ１３年度

事業完了(予定)年度

大会の様子

準備等 1 2

金額

国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2

計 55

【事務事業の写真等】    参加者が順位を気にせず楽しめるように飛
び賞等を設け、景品には地域の特産品を使
用し好評を得た。

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

継続

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 ③ 4 5

名称 総体 1 2 ③

あ
っ
た
か
さ
わ
ら
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

3

2 ③ 4 5

・対象者       ：町内在住者
・参加人数　 ：２２名
・協力団体　 ：さわらパークゴルフ協会
・事業実施日：令和７年５月２４日（土）
・実施場所 　：あったかさわらパークゴルフ場

運営面 1 2 ③ 4

④

4

5

5

5

事業内容 1

55

R６ R７

森町教育委員会

   町内のパークゴルフ愛好者間の交流が図
られた。

③ 4 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

事
業
名

事
務
名

1 決算額 0 51 50 50 49

6 　スポーツの振興と健康増進に対する意識を高めることを目的とする。
　また、コミュニティスポーツとして注目されるパークゴルフによって新しいコミュニティ形成
や愛好者間の交流等が図られる。

年度 R３ R４ R５

節 金額(千円） 前年対比 0 51 △ 1 0 △ 1

報償費

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 生涯学習課 事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
生－⑦

10 決　算　額　の　状　況
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 保健体育費

目 保健体育総務費

18 ☆指標で表せない効果等

②事業主体

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

③事業内容及び対象者等

☆コメントによる評価

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和７年度分評価>

財政面 1 2 3 ④ 5

事業内容 1 2 3 ④

総体 1 2 3 ④ 5

目的達成度 1 2 3 ④ 5

5

運営面 1 2 3 ④ 5

準備等 1 2 3 ④ 5 　概ね良好と思われます。

要改善 要検討 妥当 良好 的確

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

Ｈ２７年度

事業完了(予定)年度

大会の様子

準備等 1 2

金額 円

国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2

計 300

【事務事業の写真等】   参加者が順位を気にせず楽しめるように飛
び賞等を設け、景品には地域の特産品を使
用し好評を得た。

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

継続

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 ③ 4 5

名称 総体 1 2 ③

あ
っ
た
か
さ
わ
ら
道
南
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

3

2 ③ 4 5

・対象者       ：道南在住者
・参加人数　 ：６８名
・協力団体　 ：さわらパークゴルフ協会
・事業実施日：令和７年９月２０日（土）
・実施場所 　：あったかさわらパークゴルフ場

運営面 1 2 ③ 4

④

4

5

5

5

事業内容 1

300

R６ R７

あったかさわら道南パークゴルフ大会実行委員会

  他町のパークゴルフ愛好者間の交流が図
られた。

③ 4 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

事
業
名

事
務
名

1 決算額 0 300 300 300 300

6 　スポーツの振興と健康増進に対する意識を高めることを目的とする。
　また、コミュニティスポーツとして注目されるパークゴルフによって新しいコミュニティ形成
や愛好者間の交流等が図られる。

年度 R３ R４ R５

節 金額(千円） 前年対比 0 300 0 0 0

負担金補助及び交付金

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 生涯学習課 事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
生－⑧

10 決　算　額　の　状　況
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準備
等

運営
面

事業
内容

財政
面

目的
達成
度

総体
準備
等

運営
面

事業
内容

財政
面

目的
達成
度

総体

1 図書館資料の整備事業 継続 4.0 4.0 3.0 3.0 3.0 3.0 4.0 4.0 4.0 3.0 3.0 4.0

2 移動図書配本事業 継続 4.0 3.0 3.0 4.0 3.0 3.0 4.0 3.0 3.0 4.0 3.0 3.0

3 こども読書の日事業 継続 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

4 ブックスタート事業 継続 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

5 図書館まつり事業 継続 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

6 児童施設訪問事業 継続 4.0 4.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 3.0 4.0

7 館内図書館行事 継続 4.0 3.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0 3.0 4.0 4.0 3.0 4.0

令和７年度　森町教育委員会外部評価事務事業一覧表　　　《図書館》

事業
番号

事務・事業名
今後の
事業の
方向性

自己評価 外部評価委員評価

備　　　　　考
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☆決算額の推移

款 教育費  ①目的及び効果

項 社会教育費

目 図書館費

10 ☆指標で表せない効果等

17

②事業主体

　森町教育委員会

☆　事業評価(自己評価）

③事業内容及び対象者等 ☆　点数による評価

☆コメントによる評価

④令和7年度の図書資料購入状況

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

　　

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和７年度分評価>

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 図書館 事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
図－①

10 決　算　額　の　状　況

事
業
名

事
務
名

3 決算額 3,712 3,727 3,743 3,772 3,811

5 良質な図書資料、書籍（図書、雑誌、新聞、郷土資料等）を購入、町民に広く貸出することによ
り、社会教育、家庭教育における学習機会の充実を図るとともに、心豊かな情操を養い、学び、
うるおいのあるまちづくりに寄与することを目的としています。

年度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

節 金額(千円） 前年対比 △ 623 15 16 29 39

需用費（消耗品費） 692

Ｒ６ Ｒ７

《 有 の 場 合 》 目的達成度

備品購入費 3,180 個人利用はもとより、移動図書配本、ブックス
タート、総合的学習などのさまざまな事業等
にも有機的に活用されている。

4 5

一般向け図書・資料、児童向け図書・資料及び地域資料など各種資料の選定、購入及び収集
ならびに寄贈図書の受入をし、利用者に提供しています。対象は乳幼児から高齢者までとなっ
ています。
また、利用者のリクエストに応じるために、北海道立図書館をはじめ他の図書館との図書の相互
貸借を実施しています。
さらには、令和6年3月より図書館情報システムを導入し利用者がインターネットで蔵書を検索、
予約できるようになったほか、森町ホームページ内に図書館情報を掲載するとともに、毎月広報
もりまちに「図書館からのお知らせ」の掲載や、幼稚園・保育所（園）・学校及び公共施設等を対
象とした「今月の本棚」（毎月発行）の掲示依頼及び配布を行うとともに、幼稚園、保育所（園）、
小学校各児童を対象とした「図書館だより」の配布などの情報発信も実施しています。

要改善 妥当 良好

運営面

4 5国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2 ③

1 2 3

計 事業内容 1 2 ③

金額

【事務事業の写真等】 「指標で表せない効果等」と同様

名称 総体 1 2 ③

令和7年度（令和8年3月31日現在）
 ・ 図書購入費 　3,180千円  （図書:1,534冊、うち児童書671冊　パネルシアター:8点）
 ・ 雑誌購入費 　　501千円  （38誌　道新縮刷版DVD含む ）
 ・ 新聞購入費　 　230千円  （5紙、道新、読売、毎日、朝日、函新 ）

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

継続

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

4 5

図
書
館
資
料
の
整
備
事
業

的確

準備等 1 2 3 ④ 5

1 2 ③ 4 5

④ 5

要検討

＊令和3年度以降の備品購入費予算　3,663→3,080千円（図書館規模に合わせた冊数購入のため）
令和7年度は、森ライオンズクラブより100,000円寄附　(令和6年度以前は、図書等の寄附を受けている。） S46(旧森町)

事業完了(予定)年度

要改善 要検討 妥当 良好 的確

・利用者がインターネットから手軽に図書館情報をつかむことができる環境が整ったことは素晴らしい一歩だと思います。

財政面 1 2 ③ 4 5

目的達成度 1

事業内容 1 2 3

準備等 1 2 3 ④ 5

2 ③ 4

④ 5

運営面 1 2 3 ④ 5

・毎月、新刊案内を届けてくださりありがたいです。図書室前に掲示してあります。ただ、中学生におはなし会の案内は必要ないと個人的に思いま
す。

・館内が手狭なので、仕方がないが、図書や資料の整備とともに、閲覧スペースが児童用図書の近くにあるとよいと思う。

総体 1 2 3 ④ 5

5

以前より図書館が身近になったと思う町民が増えるといいですね。

・限られた予算の中での新刊書コーナーの充実が嬉しいです。話題になっている本を手にすることができたり、リクエストには相互貸借で応じていた
だいたこともあり感謝です。
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☆決算額の推移

款 ①目的及び効果

項

目

☆指標で表せない効果等

②事業主体

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

③事業内容及び対象者等

☆コメントによる評価

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和７年度分評価>

課名 図書館 事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
図－②

決　算　額　の　状　況

事
業
名

事
務
名

決算額 - - - - -

　森町図書館から概ね１㎞以上離れた地域に移動図書配本所を設置することで、図書館へ
直接足を運ぶことが難しい町民の方々にも気軽に本を読んでいただけるよう、図書館利用の
公平を図り読書の機会を確保しようとするものです。

年度 R６R３ R４ R５ R７

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート

4 5

4 5③

節 金額(千円） 前年対比 - - - - -

　移動図書配本所は、図書館事業を紹介す
る広報活動の機能も担っている。

2 3

計 事業内容 1 2

　森町教育委員会

金額

【事務事業の写真等】 「指標で表せない効果等」と同様

名称 総体 1 2 ③

 　図書館から離れている8か所（令和7年12月より7か所）の配本所に毎月1回(2・3月分は一
括)配本、乳幼児から高齢者までの町民を対象、年配本冊数は4,920冊となっており、乳幼児
から小学生までのこどもがかかわる施設を中心に展開しています。

④ 5

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 ③ 4 5

国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

廃止

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

4 5

移
動
図
書
配
本
事
業

要改善 要検討 妥当 良好 的確

5準備等 1 2 3 ④
運営面 1 2 ③

3 ④ 5

S46(旧森町)

事業完了(予定)年度

要改善 要検討 妥当 良好 的確

＊配本所の内訳（令和7年度）
・小学校（鷲ノ木小学校、さわら小学校）
・幼稚園・保育所（さわら幼稚園・尾白内保育所・新川保育所）
・公共施設（砂原支所、あいあいクラブ、さわら学童）　　　　　　　　計８
（令和7年12月より新川保育所閉所に伴い1ヶ所減 計７）
＊平成21年度より報償費支給なし

・図書館・図書について広く町民に知らしめる事業として有用な事業なのでしょう。しかしこどものいる施設を中心にせざるを得ないという現状はあること
は残念だと思います。一般町民で利用している人を中心に何か発信できるようなことができないだろうか。運営面 1 2 ③ 4 5

準備等 1 2

財政面 1 2 3 ④ 5 ・配本所が減少しているいま、森小学校や森幼稚園、もり保育所への配本を考慮できないか？

事業内容 1 2 ③ 4 5 ・中高年の方を対象とした配本所を開拓していくか、図書館車両の運行を検討してみてはどうか？

・大切な取り組みです。森町は人口が減少している中ですが、たくさんの人に利用していただきたい。

総体 1 2 ③ 4 5 ・読みたい本のある人が利用するのは望ましいことだと思います。利用状況はどうなのでしょうか。

目的達成度 1 2 ③ 4 5
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 図書館費

☆指標で表せない効果等

②事業主体

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

③事業内容及び対象者等

☆コメントによる評価

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和７年度分評価>

節 金額(千円） 前年対比 - - - - -

R５

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 図書館 事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
図－③

10 決　算　額　の　状　況

R７ 事
業
名

事
務
名

3 決算額 - - - - -

5    すべてのこどもがあらゆる機会と場所において自主的な読書活動ができるよう、良書の購
入ならびに図書館相互貸借制度を利用するなどして、より幅広い分野における図書を用意
し、適切な内容紹介をしながらこどもたちの自主性により好きな本が選択できるよう環境を
整備し、さらなる読書活動の推進を図ることを目的とします。

年度 R３ R４

③ 4 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

森町教育委員会

年度当初時において、乳幼児から高校生までを
対象に図書館に親しんでもらうとともに、足を運
んでもらうためのきっかけづくりに寄与している。

R６

③ 4 5

　 「子ども読書の日」（4月23日）及び「子どもの読書週間」（4月23日～5月12日）を前に、こ
どもたちに図書館へ足を運んでもらうために、所蔵する大型絵本、赤ちゃん絵本、総合的
学習に関する所蔵資料をもとに「森町図書館からのお知らせ」を作成・配布して読書啓発を
図っています。（ 乳幼児から高校生までを対象）

運営面 1 2 ③ 4

4

4

5

5

5

事業内容 1

「指標で表せない効果等」と同様

〔事業の方向性〕

継続
＊「子ども読書の日」及び「子どもの読書週間」については。子どもの読書活動の推進に関
する法律に基づく用語

〔予算の方向性〕

廃止

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 ③ 4 5

名称 総体 1 2 ③

こ
ど
も
読
書
の
日
事
業③

2

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

・大型絵本、総合的学習に関する所蔵資料等のリストを作成（経常経費消耗品費で対応）のうえ配布
・「森町図書館からのお知らせ」は、平成22年度以降当館で作成（予算計上なし） H13（旧森町）

事業完了(予定)年度

準備等 1 2

金額

国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2

計

【事務事業の写真等】

準備等 1 2 ③ 4 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

事業内容 1 2 ③ 4 5

運営面 1 2 ③ 4 5

・「きっかけづくり」としてはいくらか効果があるのでしょうが、年度当初の学校の実態はどのようなのか知りたいです。

・こどもが本に親しめる機会を設けるのは大事だと思うので、ぜひ継続してほしいと思います。

総体 1 2 ③ 4 5

目的達成度 1 2 ③ 4 5

財政面 1 2 ③ 4 5
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 図書館費

10 ☆指標で表せない効果等

☆　事業評価(自己評価）

②事業主体 ☆　点数による評価

森町教育委員会

③事業内容及び対象者等

☆コメントによる評価

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和７年度分評価>

事
業
名

事
務
名

3 決算額 50 111 55 62

5 年度 R３ Ｒ４ Ｒ５

節 61 △ 56 28 △ 21

　 赤ちゃんと保護者が絵本を介した心ふれあうひとときを持つことで、親子のきずなを育み、赤
ちゃんの健やかな成長を図ることを目的としています。また、保健センターと連携、協力し保護者
の方の育児を応援することで子育てにやさしいまちづくりをめざす事業であり、3ヶ月健診時に実
施しています。(平成24年度までは6ヶ月健診）

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 図書館 事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
図－④

10 決　算　額　の　状　況

需用費（消耗品費） 84

Ｒ６ Ｒ７

　 令和7年度は毎月実施（ただし6月、令和8年1月を除く）、合計44組の親子に読み聞かせの大
切さを個々面談により説明し、親子の家庭での読み聞かせ習慣の定着を図ってきました。

83

運営面 1 2 3 ④

要改善 要検討 妥当 良好

金額(千円） 前年対比 △91

　 本事業を通じて、図書館に育児に関する蔵書があることを保護者に認知してもらうことで、これ
まで図書館の利用経験のなかった保護者の方も布製バッグを手に来館する姿を見かけることも多
くなり、図書館利用促進にも役立っています。

5

的確

準備等 1 2 3 ④ 5

5
《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 3 ④ 5

④ 5
国道補助金の有無 有　・　無 　保健センターが実施する3ヶ月健診（相談事業）の際に、絵本の読み聞かせの大切さを説

明しながら、布製バッグに入った絵本2冊、赤ちゃん絵本リスト、図書館利用案内等を手渡
し、図書館の利用促進を図っています。（町内在住の3ヶ月児とその保護者が対象）
・購入数　　絵本：70冊　（令和8年1月31日現在、不足した際に補充、兄弟姉妹がいる場合、
同じ絵本を渡さないよう配慮するため、種類を多く用意する必要あり）

財政面 1 2 3 ④

計 84 事業内容 1 2 3

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

継続

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

④ 5
金額

【事務事業の写真等】 「指標で表せない効果等」と同様

名称 総体 1 2 3

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

保健センターと図書館との連携による子育て
支援事業の推進に効果的であり、また図書館
の利用促進にも大きな役割を担っている。

準備等 1 2 3 ④ 5 ・未来の森町・北海道をつくるこどもたちをつくる、とてもすばらしい事業です。ぜひ継続していってください。

・ブックスタート事業を行っている道内市町村は、事業に準ずる内容のものも含め164市町村
・森町として重要かつ効果的な施策との認識のもと、平成16年度（旧森町）から実施。その効果を数値に表すことは難しいものの、まちの将来を担う
大切なこどもたちの心を育むとともに保護者の育児に関する情報提供の契機となる重要な事業であり、今後も継続していきたい。

H16（旧森町）

事業完了(予定)年度

要改善 要検討 妥当 良好 的確

2 3 ④ 5 ・母子で本に興味を持って、図書館利用につながるものと思います。ぜひ継続を願います。

運営面 1 2 3 ④ 5 ・親子で本と図書館に関心を持つきっかけとなるであろう大切な事業ですので、ぜひ継続してください。

事業内容 1

総体 1 2 3 ④ 5

・子育て支援と図書館が連携して読み聞かせや育児事業を促進することで、こどもの健やかな育ちをサポートする事業だと思います。

目的達成度 1 2 3 ④ 5 工夫して取り組んでいただきたい。

財政面 1 2 3 ④ 5
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 図書館費

11 ☆指標で表せない効果等

12

②事業主体

森町教育委員会

☆　事業評価(自己評価）

③事業内容及び対象者等 ☆　点数による評価

　すべての住民を対象に令和7年10月26日(日)に開催、昨年と同じく①～⑥を実施

　参加人数：70名

①　本の提供市（図書館にある本の提供、寄贈として受付）

②　読み聞かせ（おはなし会）

③　工作（今年度：缶バッジ、まじょのほうき）

④　職業体験：小・中学生対象：カウンターでの返却・貸出作業など（予約制・小学生1名参加）

⑤　図書館クイズ（ヒントをもとに本を探す）

⑥　本の福袋（同じテーマの本を3冊袋に入れて貸し出す） ☆コメントによる評価

・図書館協議会委員が運営ボランティアとして参加

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和７年度分評価>

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 図書館 事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
図－⑤

10 決　算　額　の　状　況

事
業
名

事
務
名

3 決算額 1 1 8 1

5 年度 Ｒ３ Ｒ４

節 金額(千円） 前年対比 1 0 7 △ 2

Ｒ５ Ｒ７Ｒ６

3

△5

5

町民に図書館に足を運んでもらうきっかけづくりの
ための行事である。

役務費（保険料） 3

　大人とこどもがともに読書に親しむ機会を設けるため、「図書館まつり」と銘打って、乳幼児から
高齢者までを対象に「本の提供市」「あそびの広場」などのコーナーを開設して、これらの体験を
通じ図書館を身近に感じてもらい、こどもから大人までともに行事を運営し、あるいは利用者として
参加するなかで読書に親しむ機会を設け、特に人間形成に重要な時期のこどもたちの読書意欲
を啓発するとともに、多くの町民に一層の読書習慣を身に付けてもらうことを目的に、毎年1回実
施しています。

需用費（消耗品費）

計 8 事業内容 1 2 3 ④ 5

要改善 要検討 妥当 良好

運営面

財政面 1 2 3

金額

【事務事業の写真等】 「指標で表せない効果等」と同様

名称 総体 1 2

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 3 ④ 5

国道補助金の有無 有　・　無

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

継続

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

3 ④ 5

図
書
館
ま
つ
り
事
業

的確

準備等 1 2 3 ④ 5

④ 5

1 2 3 ④ 5

H17

事業完了(予定)年度

要改善 要検討 妥当 良好 的確

・他の事業となるべく重ならないように日程を組めればよいなと思いました。

運営面 1 2 3 ④ 5 ・缶バッジづくりは比較的、簡単にできて好評だったが、図柄を検討しては？

準備等 1 2 3 ④ 5

・内容もよく考えられていて、準備にも感謝です。もう少し参加人数があればと思います。

・本のデジタル化で、紙の本に親しんでもらう取り組みは、これから一層重要であると思います。

・読み聞かせに集まる人数が減少しました。心配です。

財政面 1 2 3 ④ 5

事業内容 1 2 3 ④ 5

総体 1 2 3 ④ 5 特に図書館を気軽に利用するこどもが増えるように実施すべきと思います。

目的達成度 1 2 3 ④ 5
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 図書館費

8 ☆指標で表せない効果等

②事業主体

森町教育委員会

（１）出張図書館事業（対象：幼稚園・保育所(園)・小学校・学童保育クラブ） ☆　事業評価(自己評価）

保育所1か所で図書館にちなんだ行事を実施 ☆　点数による評価

令和8年2月18日（水）　尾白内保育所

内容：読み聞かせ（0～1歳）、ぬり絵（2～5歳） 演者：図書館職員2名

（２）出張おはなし会事業（対象：幼稚園）

幼稚園1か所でおはなし会を開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和8年1月14日(水)　さわら幼稚園　全児童対象 演者：図書館職員

（３）森町図書館小学校図書館(室)運営相談事業及び森町図書館小学校訪問読み聞かせ事業

（新規）（対象：小学校）

小学校1か所で児童（１年）を対象とした読み聞かせをメインに実施 ☆コメントによる評価

令和7年9月24日(水)　森小学校1年 相談員・演者：図書館職員

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和７年度分評価>

5金額(千円） 前年対比 5

20

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1

施設ごとで実施しており、参加人数だけで効果を
表すことは難しい。

図書館

0

国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2 3

計 20

③事業内容及び対象者等

事業内容 1 2

3 ④

「第４次森町子どもの読書推進計画」（令和５～９年度）に基づき、おはなし会（読み聞かせ）及び図書館に
ちなんだ行事等を児童施設において実施することにより、こどもたちが図書館に足を運んでもらうきっかけ
をつくるとともに、こどもの読書の促進、さらには教職員の意識の向上、保護者への啓発にもつなげていく
ことを目的とするものです。

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート

5

課名 事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
図－⑥

10 決　算　額　の　状　況

Ｒ６ Ｒ７ 事
業
名

事
務
名

3 決算額 5 10 10 0 0

5 年度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

節 0 △ 10

報償費

〔事業の方向性〕

良好

準備等 1 2

金額

【事務事業の写真等】

名称 1 2 3

要改善 要検討 妥当

2 ③

〔予算の方向性〕

継続

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

④ 5

児
童
施
設
訪
問
事
業3 ④ 5

④ 5
4

運営面 1 2 3 ④ 5

的確

5

「指標で表せない効果等」と同様。今年度は、
左記（３）を新たに実施した。

総体

継続

　・報償費は外部講師依頼分として予算計上
H22

事業完了(予定)年度

要改善 要検討 妥当 良好 的確

＊（３）の森町図書館小学校図書館（室）運営相談事業も新たに実施したことから、事務名事業名
を「出張図書館事業」から「児童施設訪問事業」に変更しています。

1 2 3 ④ 5

・多忙の中とは思いますが、これからも機会をつくり、図書館職員が出向いて事業を継続してください。

運営面 1 2 3 ④ 5 ・読み聞かせを楽しむ子が増え、図書館利用につながることを期待します。

準備等 1 2 3 ④ 5

総体 1 2 3 ④ 5

目的達成度 1 2 ③ 4 5

・本校に来て読み聞かせを実施していただきました。こどもたちは大変盛り上がり、本を読むことへの意欲づけとなりました。

財政面 1 2 3 ④ 5 ・こどものうちから読書に親しむことは、様々よい影響をもたらすものと思います。職員のみなさんは大変と思いますが、ぜひ継続してもらいたいです。

事業内容
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 社会教育費

目 図書館費

8 ②事業主体 ☆指標で表せない効果等

森町教育委員会

③事業内容及び対象者等

(1)あそびの広場

Ⅰ　「オバケのおはなし会」＊ボランティアと共同で実施 ☆　事業評価(自己評価）

令和7年7月13日(日) 参加者：13名 ☆　点数による評価

おはなし会（演者：ボランティアと職員）　工作　オバケの紙皿うちわ（講師：図書館職員）

Ⅱ 「絵本を読んで飛行機飛ばそう！」＊図書館単独

令和7年11月30日(日)　 参加者：４名

メドレーおはなし会（演者：図書館職員）、ひこうきをとばそう（講師：図書館職員）

(2)おともだちのおはなし会＆ボードゲーム

令和8年3月8日（日）＊ボランティアと共同で実施

おはなし会（演者：ボランティア）/ボードゲーム（講師:図書館職員）　参加者：11名

☆コメントによる評価

(3)押し花教室

令和8年3月22日(日)午前・午後の2回実施

読書手帳づくり　（材料費：参加者負担）　　　参加者：10名

講師：インストラクター2名（報償費：10千円）

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和７年度分評価>

＊外国の図書館ではボードゲームが必携であり、日本国内でも導入する図書館が増えてき
ており、森町図書館では令和7年4月1日よりボードゲームの貸出しをスタートしました。

・ボランティアの方をうまく利用して、図書館の利用者が増えるとよいと思います。

総体 1 2 3 ④ 5

目的達成度 1 2 ③ 4 5

・おはなし会に集まるこどもたちが増えているので、希望的です。

財政面 1 2 3 ④ 5 ・新着図書、おすすめの本コーナーでは必ず足が止まります。広い世代に合わせての本の選定、ありがとうございます。

事業内容 1 2 3 ④ 5

・参加者が少ない行事がありますが、増えることを願っております。

運営面 1 2 ③ 4 5 ・押し花教室以外の大人向け講座も開催されるといいですね（例：編み物、簡単な手芸など）

準備等 1 2 3 ④ 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

継続

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

・押し花教室を除く行事については、図書館職員が主体となって実施していることから、報償費等の支出はなし
・実施会場が手狭のため、予約優先として実施 H17～

事業完了(予定)年度

【事務事業の写真等】 「指標で表せない効果等」と同様。 〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

3 ④ 5
金額

名称 総体 1 2

館
内
図
書
館
行
事

1 2 ③ 4 5

④ 5
《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 ③ 4 5

国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2 3

計 20 事業内容 1 2

5

要改善 要検討 妥当 良好

3 ④ 5

運営面

的確

準備等 1 2 3 ④

報償費 20

図書館に足を運んでもらい本に親しんでもらうことを目的に、図書館にちなんだ行事を実施するも
のです。

事
業
名

事
務
名

3 決算額 10 10 10 10 10

5 年度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

節 金額(千円） 前年対比 0 0 0 0 0

Ｒ６ Ｒ７

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 図書館 事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
図－⑦

10 決　算　額　の　状　況
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準備
等

運営
面

事業
内容

財政
面

目的
達成
度

総体
準備
等

運営
面

事業
内容

財政
面

目的
達成
度

総体

1 自主スポーツ活動の推進事業 継続 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

2 スポーツ少年団育成事業 継続 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 4.0 5.0 5.0 5.0 4.0 5.0

3 教対協社教部健康を作る活動班事業 継続 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

4 スポーツ協会補助事業 継続 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

5 学校開放事業 継続 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0 4.0

6 青森県外ヶ浜町交流事業 継続 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0

令和７年度　森町教育委員会外部評価事務事業一覧表　　　《体育課》

事業
番号

事務・事業名
今後の
事業の
方向性

自己評価 外部評価委員評価

備　　　　　考
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☆決算額の推移

款 教育費

項 保健体育費

目 体育施設費

10 ☆指標で表せない効果等

　

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

　平日(月曜日休館)・土曜日・祝日 9:00～21:00　日曜日　9:00～17:00

☆コメントによる評価

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和７年度分評価>

①目的及び効果

②事業主体

総体 1 2 3 ④ 5

目的達成度 1 2 3 ④ 5

財政面 1 2 3 ④ 5

事業内容

・対象者　町民全般　・対象施設　町民体育館・サンビレッジ森・青少年会館等の開放

1 2 3 ④ 5

運営面 1 2 3 ④ 5

準備等 1 2 3 ④ 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

事業開始年度

事業完了(予定)年度

金額

【事務事業の写真等】 町民のスポーツ活動の活発化および利用団体の増
加により施設利用が増加している一方、利用可能な
施設が限られていることに加え、利用時間帯が集中
する傾向にあることから、団体間の利用調整が課題と
なっている。

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

自
主
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
事
業

4 5

国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2 ③

5

名称 総体 1 2 ③ 4 5

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 ③ 4

4 5

計 19,671 事業内容 1 2 ③

運営面 1 2 ③ 4 5

○ 令和７年度　施設利用人数表一覧

準備等 1 2 ③ 4 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

③事業内容及び対象者等

・各種競技団体、サークル活動や学校の部活動など、町民のスポーツ活動の支援を目的とし
て、貸館を実施しています。その他に町内会活動や学校、団体に対し体育器具の貸し出し及び
施設の提供を実施しています。
・少年団や各スポーツ協会の大会利用の増加に伴い、時期によっては大会が集中しているた
め、多くの団体、競技で利用できるよう調整をおこなっています。
・トレーニング室の利用者が近年多くなってきており、町民の健康に対する意識が高まってい
ると思われます。

・森町教育委員会

節

6

町民の交流やスポーツによる健康づくり活動
に貢献している。

年度 Ｒ６

356

需用費（光熱水費・燃料費） 19,671

金額(千円） 前年対比 3,694 △ 381 64 654

利用団体について、精査しながら施設利用調整してほしい。

各体育施設が老朽化し、修繕箇所も増えているので、早急に対応するようお願いしたい

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 体育課 事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
体-①

10 決　算　額　の　状　況

R７ 事
業
名

事
務
名

2 決算額 16,852 16,471 16,535 17,189 17,545

施設名 令和6年度 令和7年度 施設名 令和6年度 令和7年度
森町民体育館 38,719 36,225 町民プール 2,951 2,340

内 トレーニング室 6,083 6,152 テニスコート 297 268
サンビレッジ森 23,978 22,287 森町民パークゴルフ場 1,830 1,999
青少年会館 1,657 1,544 尾白内パークゴルフ場 3,666 3,716

柔道場 590 464 森町民スキー場 131 603
町民野球場 2,898 2,087 合計利用者数 76,717 71,533

利用者数
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 保健体育費

目 保健体育総務費

7 ☆指標で表せない効果等

8

　 10

18

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

☆コメントによる評価

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和７年度分評価>

指導者について、研修会やイベントへの参加の促進などを働きかけてほしい。

・森町教育委員会、森町スポーツ少年団本部 (R7年度少年団数 12団体 団員数 187名)

総体 1 2 3 4 ⑤

目的達成度 1 2 3 ④ 5

財政面 1 2 3 4 ⑤

事業内容 1 2 3 4 ⑤

運営面 1 2 3 4 ⑤

事業完了(予定)年度

要改善 要検討 妥当 良好

現在、スポーツ少年団活動の周知・PRによる団員
の加入促進を図るとともに、指導者向け講習会を
継続的に実施し、指導者の資質および指導力の
向上を図っております。

2 ③

2 ③ 4

5

的確

準備等 1 2 3 ④ 5

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等

団員が少なくなっている少年団もあるので、加入の働きかけやイベントの開催を進めてほしい。

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

継続

事業開始年度

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
育
成
事
業

4

5

21

計 5,086

運営面 1 2 ③ 4

2 ③

③ 4

②事業主体

③事業内容及び対象者等 

　○各スポーツ少年団大会
　・オニウシサマーキャンプミニバス交流大会
　・近隣市町バドミントン大会
　・令和７年度 オニウシ杯小学生バレーボール大会
　・令和７年度 森町近隣町少年剣道大会
  ○各少年団のスポーツ大会等の参加負担金
　・高円宮賜杯第４５回全日本学童軟式野球大会　選手14名　引率者2名
　・第５９回全国道場少年剣道大会　選手6名　引率者2名
　・なの花薬局カップ第４４回北海道小学生バドミントン大会　選手3名　引率者1名
　・第４０回北海道スポーツ少年団剣道交流大会　選手8名　引率者2名
　・第４２回北海道小学生バレーボール選抜優勝大会　選手15名　引率者3名
　・全国高等学校総合体育大会　第７５回全国高等学校スキー大会　選手1名
　・第４回全国九州中学軟式野球練成会トーナメント大会　選手1名
　・第１５回北海道ジュニアスキー技術選手権大会　選手1名
  ○令和７年度　森町スポーツ少年団補助金

名称 総体

金額

【事務事業の写真等】

準備等

《 有 の 場 合 》 目的達成度

国道補助金の有無 有　・　無 財政面 5

5

5

2 ③

5

年度 Ｒ７

4,201

1,168

1

要改善 的確

4

Ｒ４ Ｒ５

△ 552

要検討 妥当 良好

41

1

6

金額(千円） 前年対比 122 898 580

・スポーツ少年団の活動を中心に地域活動などを通して計画的、継続的に推進し、団の自主運
営とその育成指導を図ることを目的としています。
・スポーツ少年団の育成強化のため、補助金、各種大会の開催、各種スポーツ大会等参加負担
金の助成を実施しています。
・指導者育成のために、道スポーツ少年団主催の指導者資格取得を推奨しています。

各少年団のスポーツ大会等の参加負担金を支出
することにより、団員の金銭的負担を軽減してきて
いる。また少年団活動を通して、青少年の健全育
成、仲間・体力づくりに貢献している。

事業内容 1

旅費 306

需用費（消耗品費） 148

負担金補助及び交付金 4,332

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 体育課

Ｒ３

報償費 300

事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
体-②

10 決　算　額　の　状　況

Ｒ６ 事
業
名

事
務
名

1 決算額 2,107 3,005 3,585 3,033

節

R7 決算額内訳書（千円）

報償費 302

旅費 219

需用費 136

負担金 3,544

※負担金の内訳

スポーツ少年団補助金（1,552）
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☆決算額の推移

款 ①目的及び効果

項

目

☆指標で表せない効果等

②事業主体

　

R7年度班員数　９名

③事業内容及び対象者等 ☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

☆コメントによる評価

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和７年度分評価>

班員が高齢化してきているので、若い人材の発掘を積極的に進めるべき。

【事務事業の写真等】 モルックの体験会および交流大会を開催し、継続
的な普及活動を実施している。
また、冬季スポーツフェスティバルでは「運試しリ
レー」を実施し、参加者から好評を得た。
今後も、参加者およびスタッフの意見を踏まえなが
ら事業内容の改善を図り、より楽しめるイベントとな
るよう努めていく。

〔事業の方向性〕

・森町教育水準向上対策協議会（社会教育部　健康を作る活動班）

財政面 1 2 3 ④ 5

事業内容 1 2 3 ④ 5

運営面 1 2 3 ④ 5

準備等 ④

総体 1 2 3 ④ 5

目的達成度 1 2 3 ④ 5

51 2 3

4 5

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 ③ 4

金額

継続

〔予算の方向性〕

継続

要改善 要検討 妥当 良好 的確

事業開始年度

事業完了(予定)年度

4 5

国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2 ③ 4 5

計 事業内容 1 2 ③

○町民グラウンドゴルフ大会 7月5日開催 26名参加
（森町老人クラブ連合会との共催）

〇町民モルック体験会 8月3日開催 20名参加

○オニウシ公園周回マラソン 9月27日開催
（森町スポーツ協会との共催）
※公園付近での熊出没情報のため中止

〇町民モルック交流大会 11月8日開催 24名参加

〇町民玉入れ大会 12月14日開催 92名参加
（森町スポーツ協会との共催）

○冬季スポーツフェスティバル 2月8日開催 132名参加
（冬季スポーツフェスティバル実行委員会協力事業）

5

名称 総体 1 2 ③

③ 4 5

要検討 妥当 良好 的確

準備等 1 2 ③ 4 5

教
対
協
社
教
部
健
康
を
作
る
活
動
班
事
業

町民対象の様々な事業を行うことで、運動への関
心や健康づくり・体力づくり、また町民同士の交流
に貢献できている

要改善

運営面 1 2

Ｒ５ Ｒ６

-金額(千円） 前年対比 - - - -

・町民特に家族ぐるみの健康、体力づくりの推進を目的として、各種事業の実施、また、スポーツ協会
主催の町民玉入れ大会や冬季スポーツフェスティバルなど、各種スポーツ事業に協力しています。

モルックの普及促進のため、今後も大会や交流会を開催してほしい。

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 体育課 事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
体-③

決　算　額　の　状　況

Ｒ７ 事
業
名

事
務
名

決算額 - - - - -

節

年度 Ｒ３ Ｒ４
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 保健体育費

目 保健体育総務費

18 ☆指標で表せない効果等

　

②事業主体

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

☆コメントによる評価

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和７年度分評価>

高齢化のため継続が課題となっている協会について、協力して人材の確保や活性化を進めてほしい。

・森町スポーツ協会

　Ｒ7年度加盟単協数　14単協　協会員数　416名

・スポーツの振興と加盟団体の組織及び活動の助長充実をはかり、併せて住民の健康増進に努める
ことを目的として、各単位協会の競技力や技術力向上を目指しています。また、町民の健康増進や親
睦を深める為、町民玉入れ大会、冬季スポーツフェスティバルの運営を実施しています。
・町主催の各種教室に対して、関連単協が指導にあたり、技術向上を図っています。
・各単協主催で町民向けの大会を開催し、競技人口の拡大、技術の向上を図っています。

総体 1 2 3 ④ 5

目的達成度 1 2 3 ④ 5

財政面 1 2 3 ④ 5

事業内容 1 2 3 ④ 5

運営面 1 2 3 ④ 5

準備等 1 2 3 ④ 5

要改善 要検討 妥当 良好 的確

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

事業完了(予定)年度

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

継続

○オニウシ公園周回マラソン 9月28日開催
（森町スポーツ協会との共催）
※公園付近での熊出没情報のため中止

〇町民玉入れ大会 12月14日開催 92名参加
（森町スポーツ協会との共催）

○冬季スポーツフェスティバル 2月8日開催 132名参加
（冬季スポーツフェスティバル実行委員会協力事業）
　
〇各単協主催　町民大会

5

名称 総体 1 2 ③ 4 5

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1

財政面 1 2 ③ 4 5

計 2,308 事業内容 1 2 ③

金額

【事務事業の写真等】 協会全体の高齢化が進んでおり、協会の存続およ
びスタッフの確保が課題となっている。今後の協会
活動およびイベントの継続に向け、新たな人材の
確保を図り、協会の活性化に取り組んでいく。

③ 4 5

要検討 妥当 良好 的確

準備等 1 2 ③ 4 5

2 ③ 4

4 5

国道補助金の有無 有　・　無

負担金補助及び交付金 2,308

ス
ポ
ー
ツ
協
会
補
助
事
業

町民を対象としたイベントや各種目の大会を開催
することで、町民同士の交流が活発化されている。

要改善

運営面 1 2

Ｒ５ Ｒ６

275金額(千円） 前年対比 0 28 400 0

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 体育課 事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
体-④

10 決　算　額　の　状　況

Ｒ７ 事
業
名

事
務
名

1 決算額 1,305 1,333 1,733 1,733 2,008

節

6 年度 Ｒ３ Ｒ４
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 保健体育費

目 保健体育総務費

7 ☆指標で表せない効果等

②事業主体

　

　

☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

☆コメントによる評価

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和７年度分評価>的確

3 5

運営面 1 2

Ｈ17.4

事業完了(予定)年度

④

④

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等

3 5

準備等 1 2 3 5

④

良好

利用なし

総体 1 2 3 5

目的達成度 1 2 3 5

財政面 1 2 3 5

事業内容 1 2

要改善 要検討 妥当

【グラウンド】

【事務事業の写真等】

少年団：野球少年団森クラブ

継続

利用団体

基本的には児童、生徒が対象の団体のみ利用を
可能としており、利用団体へは器物破損等の対策
の徹底を図ったうえで活動を実施するよう周知を
行っている。

〔事業の方向性〕

事業開始年度

森小学校 100日 1,600名

2 ③ 4 5総体 1

金額

名称

〔予算の方向性〕

継続

5

事業内容 1 2 ③ 4 5

1 2 ③ 4 5

財政面 1 2 ③ 4

学校名 開放数 利用人数

4

計 110

5

鷲ノ木小学校 運営面 1 2 ③

準備等 1 2 ③

4 5

森小学校 148日 3,523名 森バスケットボール少年団他３団体

さわら小学校

110

Ｒ６ Ｒ７

15 △40

60 75

Ｒ３ Ｒ５Ｒ４

60

④

④

④

団体が、スムーズに利用できるよう、学校と協議しながら調整を今後も行ってほしい。

報償費

課名 体育課

0

妥当 良好 的確

10 決　算　額　の　状　況

学
校
開
放
事
業

要改善

《 有 の 場 合 》

砂原スポーツクラブ、砂原バドミントンクラブ

目的達成度

国道補助金の有無 有　・　無

178日 3,736名

【体育館】　（※日数及び利用者数は3月以降に集計）

35

学校活動の支障にならない範囲での開放を行うこ
とで、町民のスポーツ活動場の提供に貢献してい
る。

・学校教育法第８５条（学校教育上支障がない限り学校を社会教育その他公共のために利用させることができ
る。）及び社会教育法４４条（学校教育上支障がないと認める限り管理する学校を社会教育のための利用に努め
なければならない）の規定により、地域スポーツと文化の振興及び子供の安全な遊び場の確保のために学校教
育に支障のない範囲で学校の施設を住民の利用に供するものとする。

・森町教育委員会

利用団体利用人数開放数学校名 要検討

事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
体-⑤

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート

1 決算額

節 金額(千円） 前年対比

10

6 年度 事
業
名

事
務
名△25△60
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☆決算額の推移

款 教育費 ①目的及び効果

項 保健体育費

目 保健体育総務費

18 ☆指標で表せない効果等

　 ②事業主体

③事業内容及び対象者等 ☆　事業評価(自己評価）

☆　点数による評価

☆コメントによる評価

【参考】令和７年度分外部評価委員会点検・評価結果

☆　点数による評価 ☆　点検・評価に対するコメント等

<令和７年度分評価>

事
業
名

事
務
名

1 決算額 0 0 89 91 124

6 年度 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

節 金額(千円） 前年対比 0 0 89 2 33

負担金補助及び交付金

森町教育委員会　　　令和７年度　事務・事業の点検及び評価シート 課名 体育課 事業番号

令和７年度　予算の状況 〔 事 務 事 業 の 概 要 〕
体-⑥

10 決　算　額　の　状　況

300

Ｒ６ Ｒ７
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町民がマラソン大会に参加し、交流することで両町
の親睦が図られている。

的確

準備等 1 2 ③ 4

・森町教育委員会

・当町と友好町である青森県外ヶ浜町とスポーツ交流を通じて、両町の親睦を図ることを目的とする。
平成３０年度から体育課が主体となり  龍飛義経マラソン参加募集を行ない、平成３０年度及び令和元
年度については野球少年団の交流事業を行っている。
令和２年度から令和３年度については感染症防止対策のため開催中止となり、令和４年度においては、
オンラインによる開催のため、不参加となった。
 

5

令和7年10月13日（月・祝）、「龍飛・義経マラソン2025」が開催され、14回目の開催となった
本大会は306人のエントリーがありました。

（森町からの参加人数　選手７名、引率１名）

要改善 要検討 妥当 良好

運営面 1 2 ③ 4 5

計 300 事業内容 1 2 ③ 4 5

4 5

《 有 の 場 合 》 目的達成度 1 2 ③ 4 5

国道補助金の有無 有　・　無 財政面 1 2 ③

4 5

金額

【事務事業の写真等】 龍飛義経マラソンのイベントの際、青森県外ヶ浜町
の選手やスタッフの方々とふれあう機会があり、友
好町としての交流が図られました。

名称 総体 1 2 ③

要改善 要検討 妥当 良好 的確

〔事業の方向性〕

継続

〔予算の方向性〕

継続

点 検 ・ 評 価 に あ た っ て 特 記 す る 事 項 等 事業開始年度

Ｈ30.4

事業完了(予定)年度

マラソンを通じて交流することで、青森県外ヶ浜町との触れ合いができるいい機会だと感じている。

運営面 1 2 ③ 4 5

準備等 1 2 ③ 4 5

今後も継続しつつ、参加者が増えるよう働きかけを進めてほしい。

財政面 1 2 ③ 4 5

事業内容 1 2 ③ 4 5

総体 1 2 ③ 4 5

目的達成度 1 2 ③ 4 5
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